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は
じ
め
に

〇
一
五
世
紀
の
状
況

②
一
六
世
紀
の
状
況

③
一
七
世
紀
初
期
（
元
和
年
間
ま
で
）
の
状
況

お
わり
に

［論文
要
旨
］

　帷
子
は
今
日
よ
く
知
ら
れ
た
服
飾
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
基
礎
的
な
研
究
　
　
　
る
。
こ
れ
ら
は
慶
長
期
の
半
ば
頃
か
ら
登
場
し
始
め
、
帷
子
の
内
で
も
単
物
と
し
て
細
分
さ
れ
て
記

は

充
分に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
べ
く
、
基
礎
的
研
究
の
一
　
　
　
録
に
出
て
く
る
。
単
物
は
裏
を
付
け
ず
に
ひ
と
え
で
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
材
質
に
は
、
絹

環と
し
て
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の
材
質
の
変
遷
を
解
明
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
物
や
木
綿
が
見
ら
れ
る
。
単
物
は
一
六
世
紀
後
期
に
明
瞭
に
確
立
を
み
せ
て
い
る
が
、
当
初
は
帷
子

　
可能
な
限
り
文
献
を
渉
猟
し
た
結
果
、
以
下
の
よ
う
な
動
向
が
辿
ら
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
は
分
け
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
慶
長
期
中
頃
に
至
っ
て
帷
子
の
内
に
組
み
入
れ
て
記
載
さ
れ
始
め

　
一
五
世
紀
に
於
け
る
帷
子
の
材
質
は
、
布
類
、
な
か
で
も
麻
布
が
ご
く
普
通
で
あ
っ
た
。
絹
物
の
　
　
　
る
。
す
な
わ
ち
、
単
物
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
、
帷
子
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
融
合
を
み
せ
て
い
く
経
過

例
も
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
特
殊
な
用
例
で
あ
り
、
普
遍
化
し
た
も
の
で
は
な
い
。
　
　
　
　
を
示
す
の
で
あ
る
。
こ
の
動
向
は
、
絹
物
で
あ
る
生
絹
が
単
物
と
帷
子
と
の
間
を
取
り
持
つ
契
機
と

　
一
六
世
紀
に
入
る
と
、
麻
布
の
種
類
も
他
の
植
物
繊
維
の
例
も
増
え
、
布
類
の
種
類
が
豊
富
に
な
っ
　
　
　
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
実
現
し
た
と
推
察
で
き
る
。

て

いる
。
そ
れ
と
同
時
に
、
生
絹
と
い
う
絹
物
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
六
世
紀
の
末
期
と
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
は
じ
め
布
製
で
あ
っ
た
帷
子
は
、
や
が
て
絹
物
で
も
仕
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

も
な
る
と
、
生
絹
は
広
範
に
普
及
を
見
せ
、
布
類
と
等
し
い
ま
で
の
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
　
　
　
　
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
帷
子
の
独
自
性
を
揺
り
動
か
す
出
来
事
で
あ
っ
た
。
小
袖
と
材
質
の
上
で
さ

　
↓
七
世
紀
初
期
に
於
い
て
は
、
布
類
に
つ
い
て
は
一
六
世
紀
末
期
の
状
況
と
大
差
は
認
め
ら
れ
な
　
　
　
し
た
る
相
違
が
な
く
な
り
、
引
い
て
は
、
独
立
し
た
存
在
で
あ
っ
た
帷
子
が
小
袖
と
一
元
化
さ
れ
る

い
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
綾
な
ど
の
絹
物
や
、
材
質
は
不
明
で
あ
る
が
、
唐
嶋
と
い
っ
た
生
地
で
あ
　
　
　
　
よ
う
に
な
る
た
め
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

　
　
（
1
）

　
帷
子
は
今
日
よ
く
知
ら
れ
た
服
飾
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

基
礎
的
な
研
究
は
意
外
な
ほ
ど
に
不
足
し
て
い
る
。

　
例

え
ば
、
そ
の
材
質
に
つ
い
て
は
、
「
江
戸
時
代
末
よ
り
絹
又
は
木
綿
の
裏
無
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

単
と
い
い
、
帷
子
は
麻
布
の
単
物
を
指
す
よ
う
に
な
る
」
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
こ
れ
は
、
塙
保
己
一
（
一
七
四
六
ー
一
八
二
一
）
の
『
武
家
名
目
抄
』
第
一
二

五
冊
に
、

　
　
昔
は
絹
に
も
あ
れ
、
布
に
も
あ
れ
、
ひ
と
へ
の
小
袖
を
帷
子
と
い
ひ
て
、
五
月

　
　
五

日
よ
り
絹
帷
子
、
六
月
七
月
は
布
帷
子
を
着
用
し
け
り
。
近
世
は
絹
帷
子
を

　
　
単
物
又
は
単
な
と
い
ひ
、
布
の
ひ
と
へ
に
限
り
て
帷
子
と
い
ふ
か
ら
に
、
端
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
の
朝
、
き
の
ふ
の
袷
に
頓
て
布
帷
子
を
ぬ
き
か
ふ
る
こ
と
・
な
り
た
り
。

本
居
宣
長
の
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
刊
の
『
玉
勝
間
』
第
一
一
巻
に
、

　
　
か

た
び
ら
と
は
、
今
の
世
に
は
、
布
の
衣
を
の
み
い
へ
ど
、
も
と
さ
に
は
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
ず
、
裏
な
く
一
重
な
る
物
を
、
何
に
ま
れ
、
か
た
び
ら
と
は
い
ふ
也
、

喜
田
川
守
貞
が
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
か
ら
書
き
は
じ
め
た
『
近
世
風
俗
志
』
第

二
二
巻
お
よ
び
第
一
六
巻
に
、

　
　
今
俗
は

夏
服
麻
布
葛
服
等
の
衣
服
の
惣
名
と
す
れ
ど
も
、
元
来
帷
子
と
云
ふ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
麻
布
葛
布
に
限
ら
ず
、
無
裡
の
単
衣
を
惣
じ
て
帷
子
と
は
云
ふ
な
り
。

　
　
今
俗

は
麻
布
単
衣
を
の
み
か
た
び
ら
と
い
へ
ど
も
、
本
来
は
麻
布
・
綿
布
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
＞

　
　
羅
綾

に
至
り
、
何
に
て
も
裡
な
し
の
単
衣
を
惣
じ
て
か
た
び
ら
と
は
云
ふ
な
り
。

と
い
っ
た
記
述
、
す
な
わ
ち
、
江
戸
時
代
の
考
証
を
継
承
し
、
明
治
四
三
年
（
］
九

一
〇
）
に
神
宮
司
庁
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
古
事
類
苑
』
「
服
飾
部
」
に
於
い
て
、

　
　
古
ク
ハ
布
二
限
ラ
ズ
、
絹
ナ
ル
ヲ
モ
帷
ト
称
シ
タ
レ
ド
モ
、
後
世
ハ
絹
木
綿
等

　
　

ニ
テ

作
レ
ル
ヲ
バ
単
物
ト
云
ヒ
、
麻
布
ニ
テ
作
レ
ル
モ
ノ
ヲ
専
ラ
帷
子
ト
称
シ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
夏
時
ノ
表
衣
ト
セ
リ
、

と
説
か
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
決
定
付
け
ら
れ
た
見
解
と
言
え
よ
う
。

　
見

る
よ
う
に
、
充
分
な
検
討
や
批
判
は
加
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
、
こ
う
し

た
見
解
を
是
認
す
る
に
は
根
拠
が
不
確
か
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
殊
に
、
江
戸
時

代
末
期
以
前
の
こ
と
に
つ
い
て
は
模
糊
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
は

帷
子
の
基
礎
的
研
究
の
一
斑
と
し
て
、
如
上
の
よ
う
に
詳
細
が
不
分
明
な

現
状

に
あ
る
材
質
に
つ
い
て
、
文
献
を
手
掛
か
り
と
し
て
解
明
し
た
い
。
た
だ
し
、

時
代
は
室
町
時
代
・
一
五
世
紀
か
ら
江
戸
時
代
初
期
・
元
和
年
間
末
年
（
一
六
二

三
）
ま
で
に
限
る
こ
と
と
す
る
。
当
該
時
期
は
、
帷
子
が
小
袖
と
と
も
に
服
飾
の
中

心

と
し
て
の
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
、
い
わ
ば
小
袖
中
心
時
代
の
開
幕

期
に
相
当
す
る
。
ま
ず
は
最
初
期
の
様
相
を
押
さ
え
る
こ
と
を
意
図
し
た
時
代
の
限

定
で
あ
る
。
ま
た
、
徴
し
得
た
文
献
が
主
と
し
て
上
層
社
会
に
属
す
る
人
々
の
著
述

と
な
る
た
め
、
基
本
的
に
上
層
社
会
に
於
け
る
状
況
と
な
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め

断
っ
て
お
き
た
い
。

●
一
五
世
紀
の
状
況

　
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で
の
文
献
か
ら
、
帷
子
の
材
質
に
つ
い
て
の
記

述

を
集
め
て
作
成
し
た
の
が
表
1
で
あ
る
。
遺
漏
も
多
々
あ
ろ
う
し
、
未
だ
眼
を
通

し
て
い
な
い
文
献
も
あ
る
。
ま
た
、
語
彙
の
抽
出
作
業
で
あ
る
以
上
、
ほ
と
ん
ど
刊

本

に
拠
っ
て
い
る
こ
と
や
、
遺
さ
れ
た
文
献
が
自
筆
本
か
写
本
か
と
い
っ
た
書
誌
的

な
面
で
の
問
題
も
残
る
。
だ
が
、
傾
向
を
探
る
に
は
、
充
分
な
分
量
が
集
積
で
き
た

と
考
え
る
。
こ
の
表
を
基
に
、
以
下
、
論
じ
て
い
き
た
い
。

　
さ
て
、
一
五
世
紀
に
於
い
て
は
、
布
（
ぬ
の
）
・
越
後
布
（
越
後
ー
え
ち
こ
・
ゑ

ち
こ
・
越
布
）
・
細
美
（
さ
い
ミ
・
サ
ヤ
ミ
）
・
越
後
細
美
・
平
貫
・
唐
布
・
照

布
二
局
麗
布
・
木
綿
・
絹
・
立
紋
綾
・
紗
・
紋
紗
が
拾
い
出
せ
た
。
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表1　文献に見える帷子の材質

年月日 史料名 公刊 材質 布or絹
応永12（1405）．5．16 教言卿記 『史料纂集』 サヤミ 布
応永13（1406）．5．13 教言卿記 『史料纂集』 サヤミ 布
応永13（1406）．5．13 教言卿記 『史料纂集』 サヤミ 布
応永13（1406）．6．29 教言卿記 『史料纂集』 サヤミ 布
応永14（1407）．6．20 教言卿記 『史料纂集』 サヤミ 布
永享11（1439）．5．7 蔭涼軒日録 『増補続史料大成』 布 布
文安4（1447）．7．1 康富記 『増補史料大成』 越後 布
寛正4（1463）．閏6．1 山科家礼記 『史料纂集』 ゑちこ 布
寛正5（1464）．5．28 経覚私要紗 『史料纂剰 越後布 布
文明2（1470）．11．24 山科家礼記 『史料纂集』 布 布
文明4（1472）．8．15 山科家礼記 『史料纂集」 えちこ 布
文明9（1477）．3，17 山科家礼記 『史料纂集』 ぬの 布
文明12（1480）．4．20 山科家礼記 『史料纂集』 布 布
文明13（1481）．6．8 十輪院内府記 『史料纂集」 越後 布
文明13（1481）．7．1 山科家礼記 『史料纂集』 さいミ 布
文明14（1482）．7奥書 御供古実 『群書類従』22 唐布 布
文明16（1484）．5．28 十輪院内府記 『史料纂集』 越後 布
文明18（1486）．5．23 蔭涼軒日録 『増補続史料大成』 越布 布
長享1（1487）．6．30 蔭涼軒日録 『増補続史料大成』 細美 布

長享3（1489）．5．17 蔭涼軒日録 『増補続史料大成』
照布 布

平貫 布
延徳3（1491）．1．25 蔭涼軒日録 「増補続史料大成』 立紋綾欺 絹
延徳3（1491）．7．4 蔭涼軒日録 『増補続史料大成』 紗 絹
延徳3（1491）．7．7 蔭涼軒日録 『増補続史料大成』 布 布

延徳3（1491）．7．11 蔭涼軒日録 『増補続史料大成』
越後布 布

紋紗 絹
延徳3（1491）．12．20 蔭涼軒日録 『増補続史料大成』 木綿 布
明応1（1492）．5．6 蔭涼軒日録 『増補続史料大成」 越後細美 布

明応1（1492）．5．30 蔭涼軒日録 『増補続史料大劇
絹 絹

布 布
明応1（1492）．6．14 蔭涼軒日録 『増補続史料大成』 布 布
明応1（1492）．7．1 北野社家日記 『史料纂集』 越布 布
明応1（1492）．7．9 蔭涼軒日録 『増補続史料大成』 紋紗 絹

明応1（1492）．7．19 蔭涼軒日録 『増補続史料大成』 布 布

明応2（1493）．5．24 蔭涼軒日録 『増補続史料大成』
照布 布

絹 絹
明応2（1493）．5．28 蔭涼軒日録 『増補続史料大成』 高麗布 布
永正4（1507）．9．9 大乗院寺社雑事記 『増補続史料大成』 麻 布
永正5（1508）．6．2 実隆公記 『実隆公記』 唐布 布
永正6（1509）．11．28以前 伊勢兵庫守貞宗記 『続群書類従』24上 す・し 絹
永正期（1504～20）頃 伊勢備後守貞明覚悟記 『続群書類従』24下 す・し 絹

大永3（1523）．5．29 実隆公記 『実隆公記』 越後 布
大永3（1523）．6．1 実隆公記 『実隆公記』 越後布 布
大永5（1525）．6．27 実隆公記 『実隆公記』 布 布
大永7（1527）．4．17 言継卿記 『新訂増補言継卿記』 布 布

せすり 布
享禄1（1528）．1奥書 宗五大艸紙 『群書類従』22 あぶら布 布

たう布 布
享禄1（1528）．5．22 実隆公記 『実隆公記』 越布 布
享禄1（1528）．7．8 実隆公記 『実隆公記』 越後 布
享禄2（1529）．5．11 実隆公記 『実隆公記』 布 布
天文5（1536）．5．4 天文日記 『真宗史料集成』 芭蕉布 布
天文6（1537）．4．14 鹿苑日録 『鹿苑日録』 生 絹
天文6（1537）．5．4 鹿苑日録 『鹿苑日録』 生絹 絹
天文6（1537）．6．27 鹿苑日録 『鹿苑日録』 布 布
天文8（1539）．閏6．24 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ス・シ 絹
天文8（1539）．7．17 鹿苑日録 『鹿苑日録』 越後 布
天文9（1540）．7，12 鹿苑日録 『鹿苑日録』 布 布
天文10（1541）．5．29 鹿苑日録 『鹿苑日録』 高宮細美 布
天文11（1542）．5．11 大館常興日記 『増補続史料大成』 ゑちこ布 布
天文13（1544）．8，23 鹿苑日録 『鹿苑日録』 布 布
天文17（1548）．11．18奥書 貞順豹文書 『続群書類従』24下 唐布 布
天文19（1550）．7．13 言継卿記 『新訂増補言継卿記』 越後 布
永禄9（1566）．5．4 多聞院日記 『増補続史料大成』 ス・シ 絹
永禄9（1566）．5．4 多聞院日記 『増補続史料大成』 布 布
永禄9（1566）．7．3 永禄九年記 『続群書類従』29下 高宮 布
永禄10（1567）．5．4 多聞院日記 『増補続史料大成』 布 布
永禄H（1568）．7、15 多聞院日記 『増補続史料大成』 布 布
永禄12（1569）．4．18 多聞院日記 『増補続史料大成』 モンメン 布

71



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第125集2006年3月

永禄12（1569）．閏5．16 多聞院日記 『増補続史料大成』 布 布

天文～永禄期（1532～69）頃 酌井記 『続群書類従』24下 唐布 布

天文～永禄期（1532～69）頃 鳥板記 『続群書類従」24下 唐布 布

室町時代後期 駿騎噺余 『群書類従』28 サラシノ布 布

室町時代後期 頗願噺余 『群書類従』28 越後 布

天正1（1573）．7．10 兼見卿記 『史料纂集』 曝 布

天正2（1574）．5．16 多聞院日記 『増補続史料大成』 アサ布 布

天正4（1576）．5．2 多聞院日記 「増補続史料大成」 布 布

天正4（1576）．5．5 言継卿記 r新訂増補言継卿記』 生 絹

天正4（1576）．5．13 兼見卿記 『史料纂集』 越後 布

天正4（1576）．7．13 兼見卿記 『史料纂集』 越後 布

天正4（1576）．7．14 兼見卿記 『史料纂集』 越後 布

天正5（1577）．4．30 多聞院日記 『増補続史料大成』 真布 布

天正5（1577）．5．7 多聞院日記 『増補続史料大成』 国ヌノ 布

天正5（1577）．5．27 多聞院日記 『増補続史料大成』 布 布

天正6（1578）．7．5 多聞院日記 『増補続史料大成』 布 布

天正6（1578）．7．6 兼見卿記 『史料纂集』 越後 布

天正7（1579）．6．28 多聞院日記 「増補続史料大成』 布 布

天正7（1579）．7．8 兼見卿記 『史料纂集』 越後 布

天正8（1580）．2．24 多聞院日記 『増補続史料大成』 モンメン 布

天正8（1580）、7．5 兼見卿記 『史料纂集』 高宮 布

天正9（1581）．5．22 兼見卿記 『史料纂集』 唐物 ？

天正9（1581）．5．29 多聞院日記 『増補続史料大成』 ス・シ 絹

天正9（1581）．7．9 兼見卿記 『史料纂集』 曝 布

天正11（1583），1．16 兼見卿記 『史料纂集』 木綿 布

天正11（1583）．4．23 多聞院日記 『増補続史料大成』 布 布

布 布
天正12（1584）．3．20 北條氏邦朱印状（1696号） 『戦国遺文後北條氏編』

たふ 布

天正12（1584）．6．8 兼見卿記 『史料纂集』 高宮 布

天正12（1584）．6．29 宇野主水記 『真宗史料集成』 スズシ 絹

曝 布
天正12（1584）．7．10 兼見卿記 『史料纂集』

越後 布

天正13（1585）．5．5 多聞院日記 『増補続史料大成』 さい見 布

天正13（1585）．5．5 多聞院日記 『増補続史料大成』 モンメン 布

天正13（1585），5，25 多聞院日記 『増補続史料大成』 布 布

天正13（1585）．7．13 宇野主水記 『真宗史料集成』 越後 布

天正13（1585）．12．11 舜旧記 『史料纂集』 木綿 布

天正15（1587）．4．24 お湯殿の上の日記 『続群書類従』補遺3 す・し 絹

天正15（1587）．6．28 時慶記 『時慶記』 曝 布

天正15（1587）．7．6 多聞院日記 『増補続史料大成」 サイミ 布

ス・シ 絹
天正16（1588）．閏5．21 言経卿記 『大日本古記録』

布 布

天正17（1589）．5．8 多聞院日記 『増補続史料大成』 マヌノ 布

す・し 絹
天正18（1590）．4．27 晴豊記 『増補続史料大成』

さらし 布

天正18（1590）．5．10 北野社家日記 『史料纂集』 さらし 布

天正18（1590）．5．16 多聞院日記 『増補続史料大成』 布 布

す・し 絹
天正18（1590）．7．20 晴豊記 『増補続史料大成』

さらし 布

天正19（1591）．3．7 北野社家日記 『史料纂集』 もんめん 布

天正19（1591）．5．5 時慶記 『時慶記』 曝 布

酒 布
天正19（1591）．5．8 鹿苑日録 『鹿苑日録」

葛 布

天正19（1591）．6．20 鹿苑日録 『鹿苑日録』 越後 布

天正19（1591）．7．13 鹿苑日録 『鹿苑日録』 細葛 布

天正19（1591）．7．17 鹿苑日録 『鹿苑日録』 越後 布

天正19（1591）．8．1 鹿苑日録 『鹿苑日録』 越後 布

文禄1（1592）以前．5．8 中川家文書48 『中川家文書』 生絹 絹

文禄1（1592）以前．7．7 中川家文書49 『中川家文書』 生衣 絹

布・晒 布
文禄1（1592）．2．25 鹿苑日録 『鹿苑日録』

細葛 布

文禄1（1592）．3．8 鹿苑日録 『鹿苑日録』 酒・布 布

文禄1（1592）．3．18 鹿苑日録 『鹿苑日録』 越布 布

文禄1（1592）．4．24 多聞院日記 『増補続史料大成』 真布 布

布 布
文禄1（1592）．4．26 鹿苑日録 『鹿苑日録』

細葛 布

文禄1（1592）．5．13 鹿苑日録 『鹿苑日録』 葛 布

文禄1（1592）．5．23 鹿苑日録 『鹿苑日録』 越後 布

文禄1（1592）．6．7 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ス・シ 絹

細葛 布
文禄1（1592）．6．9 鹿苑日録 『鹿苑日録』

布 布

文禄1（1592）．6．24 鹿苑日録 『鹿苑日録』 酒 布
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文禄2（1593）．2．29 多聞院日記 『増補続史料大成』 モンメン 布
文禄2（1593）．5．14奥書 女房故実 『続群書類従』24下 ゑちこ 布
文禄2（1593）．8．1 鹿苑日録 『鹿苑日録」 布 布

文禄3（1594），4．8
文禄三年卯月八日加賀之中納

言江御成之事
『群書類従』22 生絹 絹

文禄3（1594）．428 駒井日記 『増補駒井日記』 生絹 絹
文禄3（1594）．5．5 言経卿記 『大日本古記録』 生絹 絹
文禄3（1594）．6．1 三貌院記 『史料纂集』 ゑちこ 布
文禄3（1594）．7．14 言経卿記 『大日本古記録』 サラシ 布
文禄3（1594）．7．14 言経卿記 『大日本古記録』 生絹 絹

文禄3（1594）．7．28 鹿苑日録 『鹿苑日録』
越後 布

細葛 布
文禄3（1594）．8．1 鹿苑日録 『鹿苑日録』 細葛 布
文禄3（1594）．8．9 鹿苑日録 『鹿苑日録」 越後 布
文禄4（1595）．4．25 駒井日記 『増補駒井日記』 生綿（生絹ヵ） ？

文禄4（1595）ヵ5．240r25 三貌院記 『史料纂集』 ゑち 布
文禄5（1596）．5．15 義演准后日記 『史料纂集』 生 絹
文禄5（1596）．6．14 舜旧記 『史料纂集』 サラシ 布
文禄5（1596）．7．1 義演准后日記 『史料纂集』 布 布
文禄5（1596）．7．11 三貌院記 『史料纂剰 す・し 絹
文禄3～5（1594～96）．7．29 島津家文書807 『大日本古文書」 生絹 絹
慶長1（1596）．12．24 舜旧記 『史料纂集』 細布 布

慶長2（1597）．4．29 鹿苑日録 『鹿苑日録』
生絹 絹

晒 布

慶長2（1597）．5．2 鹿苑日録 『鹿苑日録』
生絹 絹

布 布

慶長2（1597）．5．3 鹿苑日録 『鹿苑日録』
生絹 絹

布 布

慶長2（1597）．5．4 鹿苑日録 『鹿苑日録』
生絹 絹

晒布 布

慶長2（1597）．5．5 鹿苑日録 『鹿苑日録』
サラシ 布

高宮 布

慶長2（1597）．5．22 鹿苑日録 『鹿苑日録』
生絹 絹

宇治晒 布

慶長2（1597）．5．28 鹿苑日録 「鹿苑日録』
生絹 絹

晒 布

慶長2（1597）．6．8 舜旧記 『史料纂集』
曝 布

サイミ 布
慶長2（1597）．7．9 義演准后日記 『史料纂集」 生 絹
慶長2（1597）．8．7 舜旧記 『史料纂集』 サイミ 布

慶長3（1598）．4．26 義演准后日記 『史料纂集」
生 絹

曝 布
慶長3（1598）以前．5．2 島津家文書778 『大日本古文書』 生絹 絹

慶長3（1598）以前．5．2 島津家文書788 『大日本古文書』 生 絹
慶長3　（1598）以前．5．2 島津家文書806 『大日本古文書』 生絹 絹

慶長3（1598）以前．5．2 島津家文書808 『大日本古文書』 生絹 絹
慶長3（1598）以前．5．3 島津家文書786 『大日本古文書』 生絹 絹

慶長3（1598）以前．5．3 島津家文書799 『大日本古文書』 生絹 絹
慶長3（1598）以前．5．3 中川家文書83 『中川家文書』 生絹 絹
慶長3（1598）以前．5．4 島津家文書787 『大日本古文書』 生絹 絹
慶長3　（1598）以前。5．5 島津家文書772 『大日本古文書』 生絹 絹

慶長3（1598）．5．11 義演准后日記 『史料纂集』
生絹 絹

曝 布
慶長3（1598）．5．20 義演准后日記 『史料纂集』 生 絹
慶長3（1598）．6．10 義演准后日記 『史料纂集』 生 絹
慶長3（1598）．6．12 義演准后日記 『史料纂集』 生 絹

慶長3（1598）、6．13 義演准后日記 『史料纂集』
生 絹

曝 布
慶長3（1598）、6．13 舜旧記 『史料纂集』 曝 布
慶長3（1598）以前．7．4 中川家文書84 『中川家文書』 生絹 絹
慶長3　（1598）以前．7．6 島津家文書779 『大日本古文書」 生絹 絹
慶長3（1598）．7．7 舜旧記 『史料纂集』 サイミ 布

慶長3（1598）．7．13 舜旧記 『史料纂集』
サイミ 布

曝 布
慶長3（1598）．7，15 言経卿記 『大日本古記録』 タカミヤ 布

慶長2～3（1597～98）7．30 島津家文書782 『大日本古文書』 生絹 絹

慶長2～3（1597～98）7．30 島津家文書804 『大日本古文書』 生絹 絹
慶長3（1598）．8．6 舜旧記 『史料纂集』 曝 布
慶長4（1599），4．17 北野社家日記 『史料纂集』 さらし 布
慶長4（1599）．5．17 義演准后日記 『史料纂集』 生 絹
慶長4（1599）、5．20 義演准后日記 『史料纂集』 生 絹
慶長4（1599）．5．21 北野社家日記 『史料纂集』 す・し 絹
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慶長4（1599）．5．21 鹿苑日録 『鹿苑日録』 サイミ 布

慶長4（1599）．6．30 舜旧記 『史料纂劇 曝 布

慶長4（1599）．7．3 義演准后日記 『史料纂集』 生 絹

慶長4（1599）．7．8 北野社家日記 『史料纂集』 す・し 絹

ス・シ 絹
慶長4（1599）．7．12 言経卿記 『大日本古記録』

サラシ 布

慶長4（1599）．7．14 言経卿記 『大日本古記録』 タカミヤ 布

慶長4（1599）．7．18 義演准后日記 『史料纂集』 生 絹

慶長4（1599）．8．20 言経卿記 『大日本古記録』 ス・シ 絹

慶長5（1600）カ．5．3 中川家文書85 『中川家文書』 生絹 絹

ス・シ 絹

慶長5（1600）．5．5 言経卿記 『大日本古記録』
サラシ 布

慶長5（1600）．5．9 時慶記 『時慶記』 ス・シ 絹

布 布
慶長5（1600）．5．13 鹿苑日録 『鹿苑日録』

細味 布

慶長5（1600）．5．20 北野社家日記 『史料纂集』 す・し 絹

慶長5（1600）．5．28 義演准后日記 『史料纂集』 生 絹

慶長5（1600）．6．24 鹿苑日録 『鹿苑日録』 細味 布

慶長5（1600）．7．17 言経卿記 『大日本古記録』 生絹 絹

慶長5（1600）．7．28 時慶記 『時慶記』 ス・シ 絹

す・し 絹

さいみ 布

未詳、1600年頃 女房進退 『続群書類従』24下
せすり 布

こわりち・み 布

慶長6（1601）．5．2 鹿苑日録 『鹿苑日録』 曝 布

慶長6（1601）．5．4 北野社家日記 『史料纂集』 す・し 絹

慶長6（1601）．5．4 鹿苑日録 『鹿苑日録』 細味 布

す・し 絹
慶長6（1601）．5．24 北野社家日記 『史料纂剰

たかミや 布

す・し 絹

慶長6（1601）．6．11 北野社家日記 『史料纂集』 たかみや 布

さらし 布

真 布

慶長6（1601）．7．7 舜旧記 『史料纂集』 曝 布

生絹 絹

慶長6（1601）．7．15 言経卿記 『大日本古記録』 ス・シ 絹

慶長6（1601）．8．17 舜旧記 『史料纂劇 絹 絹

絹 絹

慶長7（1602）．4．29 鹿苑日録 『鹿苑日録』
常 布

慶長7（1602）．5．4 言経卿記 『大日本古記録』 ス・シ 絹

慶長7（1602）．5．5 鹿苑日録 『鹿苑日録』 細味 布

慶長7（1602）．5．16 義演准后日記 『史料纂集』 生 絹

慶長7（1602）．5．17 鹿苑日録 『鹿苑日録』 生絹 絹

慶長7（1602）．5．19 義演准后日記 『史料纂集』 生 絹

慶長7（1602）．5．23 舜旧記 『史料纂劇 生絹 絹

生絹 絹

慶長7（1602）．5．24 鹿苑日録 『鹿苑日録』 曝 布

細味 布

慶長7（1602）．6．22 鹿苑日録 『鹿苑日録』 生 絹

慶長7（1602）．7．3 鹿苑日録 『鹿苑日録』 細味 布

慶長7（1602）．7．7 舜旧記 『史料纂剰 生絹 絹

慶長7（1602）．7．16 鹿苑日録 『鹿苑日録』 細味 布

慶長7（1602）．7．18 時慶記 『時慶記』 曝 布

生絹 絹

慶長7（1602）．7．29 舜旧記 『史料纂集』
曝 布

細味 布
慶長7（1602）．8．5 鹿苑日録 『鹿苑日録』

晒 布

慶長7（1602）．8．10 鹿苑日録 『鹿苑日録』 細味 布

生絹 絹
慶長8（1603）．4．27 時慶記 （鈴鹿文庫本）

曝 布

慶長8（1603）．5．16 義演准后日記 『史料纂集』 生 絹

慶長8（1603）．6．12 義演准后日記 『史料纂集』 生 絹

慶長8（1603）．7．7 言経卿記 『大日本古記録』 ス・シ 絹

慶長8（1603）．7．12 言経卿記 『大日本古記録』 ス・シ 絹

慶長8（1603）．7．14 言経卿記 『大日本古記録』 ス・シ 絹

慶長8（1603）．8．15 鹿苑日録 『鹿苑日録』 細味 布

スズシ 絹

慶長9（1604）．5．20 時慶記 （鈴鹿文庫本） サラシ 布

高宮 布

慶長9（1604）．6．4 義演准后日記 『史料纂集』 生 絹

慶長9（1604）．6．20 言経卿記 『大日本古記録』 生衣 絹

慶長9（1604）．6．29 言経卿記 『大日本古記録』 ス・シ 絹
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慶長9（1604）．7，10 言経卿記 『大日本古記録』 ス・シ 絹

慶長9（1604）．7．14 時慶記 （鈴鹿文庫本）
生絹 絹

曝 布

慶長9（1604）．7．23 言経卿記 『大日本古記録』 ス・シ 絹

慶長9（1604）．7．24 時慶記 （鈴鹿文庫本） 曝 布

慶長9（1604）．8．2 舜旧記 『史料纂集』 生絹 絹

慶長9（1604）．8．8 時慶記 （鈴鹿文庫本） 曝 布
慶長10（1605）．3．20 鹿苑日録 『鹿苑日録』 細味 布

慶長10（1605）．4．27 言経卿記 『大日本古記録』
ス・シ 絹

サラシ 布

慶長10（1605）．5．5 舜旧記 『史料纂集』 サイミ 布

慶長10（1605）．5．9 言経卿記 『大日本古記録』
ス・シ 絹

高宮 布

慶長10（1605）．524 言経卿記 『大日本古記6剥
ス・シ 絹

布 布

慶長10（1605）．6．8 舜旧記 『史料纂集』 曝 布

慶長10（1605）．6．9 舜旧記 『史料纂集』 サイミ 布

慶長10（1605）．7．1 時慶記 （鈴鹿文庫本） 布 布

慶長10（1605）．7．7 時慶記 （鈴鹿文庫本） 越布 布
慶長10（1605）．7．19 時慶記 （鈴鹿文庫本） 曝 布

慶長11（1606）．4．21 慶長日記 『史料纂集』 布 布

慶長11（1606）．5．5 舜旧記 『史料纂集』 サイミ 布

慶長11（1606）．5．8 舜旧記 『史料纂集』 サイミ 布

慶長11（1606）．5．16 舜旧記 『史料纂集』
サイミ 布

サラシ 布

慶長12（1607）．5．5 舜旧記 『史料纂集』 細糸 布

ススシ 絹

慶長12（1607）．5．18 舜旧記 『史料纂集』 サラシ 布

サイミ 布
慶長12（1607）．』 7．4 舜旧記 『史料纂集』 サラシ 布

慶長13（1608）．7．1 舜旧記 『史料纂集』 サラシ 布

舜1日記 『史料纂集』
サイミ 布慶長13（1608）．7．6　　　　　　F

サラシ 布

慶長13（1608）．7．9 舜旧記 『史料纂集』
サイミ 布

サラシ 布
慶長13（1608）．7．28 舜旧記 『史料纂集』 ス・シ 絹

慶長13（1608）．8．9 舜旧記 『史料纂集』
サイミ 布

サラシ 布
慶長13（1608）．8．19 舜旧記 『史料纂集』 綾（単物） 絹

慶長15（1610）．4．17 舜旧記 『史料纂集』
生絹 絹

曝 布
慶長15（1610）．6．21 舜旧記 『史料纂集』 縮 布

慶長15（1610）．7．3 舜旧記 『史料纂集』 曝 布

慶長16（1611）．9．21 本光国師日記 『本光国師日記』 ち・ミ 布

慶長17（1612）．5．6 舜旧記 『史料纂集』 サラシ 布
慶長17（1612）．6．30 本光国師日記 『本光国師日記』 木綿 布

慶長18（1613）．5．7 舜旧記 『史料纂集』 サラシ 布

慶長18（1613）．6．16 鹿苑日録 『鹿苑日録』 葛 布

生絹 絹

慶長18（1613）．6．22 鹿苑日録 『鹿苑日録』 葛 布

曝 布

慶長18（1613）．7．10 本光国師日記 『本光国師日記』 芭蕉布 布
慶長18（1613）．7．13 鹿苑日録 『鹿苑日録』 葛 布

慶長19（1614）．5．5 舜旧記 『史料纂劇 サイミ 布

慶長19（1614）．5．20 舜旧記 『史料纂集』 サラシ 布

慶長19（1614）．6．29 慈性日記 『史料纂集』 さらし 布
慶長19（1614）．7，13 鹿苑日録 『鹿苑日録』 高口 布
慶長19（1614）．7，17 慈性日記 『史料纂集』 チ・ミ 布

元和1（1615）．5．14 舜旧記 『史料纂集』 サラシ 布

元和1（1615）．5．19 舜旧記 『史料纂集』 サラシ 布

元和1（1615）．5．19 本光国師日記 『本光国師日記』 さらし 布

元和1（1615）．5．21 舜旧記 『史料纂集』
サラシ 布

高宮 布

元和1（1615）．6．29 舜旧記 『史料纂集』 サイミ 布

元和2（1616）．5．2 舜旧記 『史料纂集』 唐嶋（単物） ？

元和2（1616）．5．4 鹿苑日録 『鹿苑日録』
曝 布

葛 布

元和2（1616）．5．17 梅津政景日記 『大日本古記録』
から嶋（単物） P

あや（単物） 絹

元和2（1616）．6．5 本光国師日記 『本光国師日記』 さらし 布

元和2（1616）．6．21 舜旧記 『史料纂集』
曝 布

細美 布
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蕉布 布
元和2（1616）．6．23 本光国師日記 『本光国師日記』

小倉晒 布

芭蕉布 布
元和2（1616）．6．25 本光国師日記 『本光国師日記』

曝 布

元和2（1616）．7．13 鹿苑日録 『鹿苑日録』 曝 布

元和2（1616）．8．26 舜旧記 『史料纂集』 細美 布

はせをふ 布

元和2（1616）．9．3 本光国師日記 『本光国師日記』 さらし 布

たかミや 布

元和3（1617）．3，19 梅津政景日記 『大日本古記録』 ぬの 布

元和3（1617）．5．9 鹿苑日録 『鹿苑日録』 細美 布

元和3（1617）．7．2 鹿苑日録 『鹿苑日録』 曝 布

元和3（1617）．7．4 本光国師日記 『本光国師日記』 高宮 布

元和4（1618）．4．24 舜旧記 『史料纂集』 サイミ 布

元和4（1618）．5．2 時慶記 （鈴鹿文庫本） サラシ 布

元和4（1618）．5．4 鹿苑日録 『鹿苑日録』 細美 布

元和4（1618）．5．13 舜旧記 『史料纂集』 サラシ 布

元和4（1618）．6．26 慈性日記 『史料纂集』 ならさらし 布

元和4（1618）．6．29 時慶記 （鈴鹿文庫本） 曝 布

元和4（1618）．7．5 舜旧記 『史料纂集』 サラシ 布

元和4（1618）．7．10 鹿苑日録 『鹿苑日録』 曝 布

曝 布
元和4（1618）．7．11 鹿苑日録 『鹿苑日録』

葛 布

元和4（1618）．7．13 鹿苑日録 『鹿苑日録』 曝 布

元和4（1618）．8．8 鹿苑日録 『鹿苑日録』 曝 布

元和5（1619）．3．17 梅津政景日記 『大日本古記録』 あさ 布

元和5（1619）．5．25 梅津政景日記 『大日本古記録』 あさ 布

元和5（1619）．6．10 鹿苑日録 『鹿苑日録』 綾（単物） 絹

曝 布
元和5（1619）．6．18 鹿苑日録 『鹿苑日録』

細美 布

曝 布
元和5（1619）．6．21 本光国師日記 『本光国師日記』

高宮 布

元和5（1619）．6．26 舜旧記 『史料纂集』 細美 布

元和5（1619）．7．1 舜旧記 『史料纂集』 曝 布

細美 布
元和5（1619）．7．13 鹿苑日録 『鹿苑日録』

曝 布

細美 布
元和5（1619）．7．14 鹿苑日録 『鹿苑日録』

曝 布

曝 布
元和5（1619）．7．22 鹿苑日録 『鹿苑日録』

細美 布

たかミや 布

あかきのあや（単物） 絹

元和5（1619）．7．26 言緒卿記 『大日本古記録』 おりすち（単物） 絹

かわのあや（単物） 絹

からしま（単物） ？

元和6（1620）．3．26 本光国師日記 『本光国師日記』 さらし 布

元和6（1620）．4．5 舜旧記 『史料纂剰 曝 布

元和6（1620）．4．8 鹿苑日録 『鹿苑日録」 曝 布

元和6（1620）．4．23 本光国師日記 『本光国師日記』 さらし 布

元和6（1620）．6．19 鹿苑日録 『鹿苑日録』 細美 布

元和6（1620）．6．25 鹿苑日録 『鹿苑日録』 曝 布

サイミ布 布
元和6（1620）．5．2 舜旧記 『史料纂集』

サラシ 布

かめや（単物） 絹
元和6（1620）．6．5 梅津政景日記 『大日本古記録』

段（単物） 絹

かめや（単物） 絹
元和6（1620）．6．6 梅津政景日記 『大日本古記録』

段（単物） 絹

かめや（単物） 絹
元和6（1620）．6．6 梅津政景日記 『大日本古記録』

あや（単物） 絹

元和6（1620）．6．27 舜旧記 『史料纂集』 サイミ 布

元和6（1620）．7．3 舜旧記 『史料纂集』 サラシ 布

元和6（1620）．7．13 鹿苑日録 『鹿苑日録』 曝 布

元和7（1621）．7．6 鹿苑日録 『鹿苑日録』 曝 布

元和8（1622）．6．28 鹿苑日録 『鹿苑日録』 曝 布

元和9（1623）．5．1 本光国師日記 『本光国師日記』 さらし 布

元和9（1623）．5．7 舜旧記 『史料纂集』 サイミ 布

曝 布
元和9（1623）．5．9 鹿苑日録 『鹿苑日録』

細美 布

元和9（1623）．5．22 本光国師日記 『本光国師日記』 さらし 布

元和9（1623）．7．5 舜旧記 『史料纂集』 細美 布

元和9（1623）．7．10 鹿苑日録 『鹿苑日録』 細美 布

元和9（1623）．7．13 鹿苑日録 『鹿苑日録』 細美 布
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唐布 布

北絹 絹

17世紀初期ヵ 諸大名出仕記 『続群書類従』24下
紋紗 絹

生絹 絹

厚絹 絹

越後布 布

（
一
）
布
類

　

先
に
挙
げ
た
う
ち
、
布
か
ら
木
綿
ま
で
が
布
類
と
考
え
ら
れ

る
。
順
次
、
解
説
お
よ
び
考
証
を
加
え
て
い
こ
う
。

デ
】
布

　
　

し
は
す
の
廿
日
あ
ま
り
の
程
に
、
中
宮
ま
か
で
さ
せ
給
て
、

　
　

こ
と
し
の
残
り
の
御
祈
り
に
、
奈
良
の
京
の
七
大
寺
に
、

　
　

御
ず
行
の
布
四
千
反
、
こ
の
近
き
都
の
四
十
寺
に
、
絹
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
百
疋
を
分
ち
て
せ
さ
せ
給
。

　

こ
れ
は
、
一
一
世
紀
前
期
頃
に
成
っ
た
『
源
氏
物
語
』
「
若

菜
上
」
の
一
節
で
あ
る
。
布
と
絹
と
を
使
い
分
け
て
い
る
こ
の

く
だ
り
に
見
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
布
は
、
絹
に
対
し
て
植
物

繊
維
の
織
物
の
こ
と
を
言
っ
た
。
織
物
に
繊
維
が
利
用
さ
れ
る

植
物

に
は
様
々
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
早
く
か
ら
麻
が
優
勢

を
占
め
て
い
た
。
そ
れ
は
、
承
平
四
年
（
九
三
四
）
頃
に
源
順

が
撰
ん
だ
『
和
名
類
聚
抄
』
で
、

　
　
布
　
四
聲
字
苑
云
布
〈
惇
故
反
和
名
沼
能
〉
織
麻
及
貯
為

　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
　
　
吊
也

と
、
布
を
大
麻
お
よ
び
苧
（
貯
）
麻
を
織
っ
た
も
の
と
し
て
い

る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
て
い
よ
う
。
な
お
、
麻
と
呼
ば
れ
る
繊
維

が
採
取

さ
れ
る
植
物
に
は
、
大
麻
と
苧
麻
の
他
に
も
葦
麻
や
商

麻
な
ど
が
あ
り
、
種
類
に
富
む
。
だ
が
、
文
献
上
の
記
述
の
あ

り
方
は
、
原
材
料
の
区
別
が
必
ず
し
も
明
快
で
は
な
い
。
そ
こ

で
、
特
に
断
り
を
入
れ
な
い
限
り
、
小
論
で
は
植
物
の
種
類
に

拘
泥
せ
ず
に
、
総
体
を
捉
え
て
「
麻
」
と
記
し
て
い
く
こ
と
に

す
る
。

　
木
綿
も
重
要
な
植
物
繊
維
で
は
あ
る
が
、
そ
の
一
般
へ
の
普

及
は
江
戸
時
代
以
降
の
こ
と
と
な
り
、
一
五
世
紀
の
段
階
で
は
、
麻
布
が
植
物
繊
維

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

の

織
物
の
代
表
格
に
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
単
に
「
布
」
と
あ
る
の
は
ま
ず
麻
布
と
見

て

大
過

な
い
。
一
六
〇
三
年
に
成
立
し
、
翌
年
に
増
補
さ
れ
た
『
日
葡
辞
書
』
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

「
ヌ
ノ
（
Z
旨
o
°
）
」
が
「
麻
で
作
っ
た
布
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

【イ
】
越
後
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
越
後
布
は
越
後
名
産
の
麻
布
の
こ
と
で
あ
る
。

【ウ
】
細
美

　
細
美
は
麻
布
の
一
種
で
あ
る
が
、
時
代
に
よ
っ
て
特
徴
を
異
に
す
る
。

　
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
文
明
本
『
節
用
集
』
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
細
微
〈
布
名
也
。
或
微
作
美
。
又
貴
布
〉
　
細
美

と
あ
り
、
貴
布
と
も
表
記
す
る
と
い
う
が
、
賞
布
は
古
代
で
は
糸
が
細
く
織
目
も
細

か

い
上
質
の
麻
布
の
こ
と
を
指
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
正
倉
院
宝
物
の
中
に
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

「賞
布
」
「
賞
調
」
と
い
っ
た
語
を
伴
う
墨
書
銘
が
記
さ
れ
た
裂
か
ら
確
認
で
き
る
。

そ
れ
が
、
江
戸
時
代
中
期
に
は
、
織
の
粗
い
麻
布
の
こ
と
を
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
す
な
わ
ち
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
自
序
の
寺
島
良
安
の
『
和
漢
三
才
図

会
』
第
二
七
巻
で
は
「
精
布
」
と
い
う
標
記
語
を
掲
げ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
　
按
、
幣
乃
太
布
〈
不
止
沼
能
〉
未
曝
而
、
麓
最
下
品
。

と
、
晒
し
て
お
ら
ず
織
目
の
粗
い
低
級
品
で
あ
る
と
説
明
す
る
。

　
さ
て
、
一
五
世
紀
に
於
け
る
細
美
に
つ
い
て
は
、
具
体
像
が
掴
み
難
い
。
た
だ
し
、

時
代
が
降
っ
た
一
七
世
紀
初
頭
頃
の
様
子
は
幾
分
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
『
日
葡

辞
書
』
（
＝
ハ
〇
三
年
成
立
、
翌
年
増
補
）
で
は
、
「
サ
イ
ミ
（
c
力
ξ
る
）
」
を
「
帷

子

を
作
る
の
に
用
い
る
、
あ
る
種
の
生
の
麻
布
」
と
説
明
す
る
。
細
美
の
特
徴
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
真
白
く
晒
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
判
る
。
『
舜
旧
記
』
や
『
鹿
苑

日
録
』
に
晒
と
区
別
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
裏
付
け
と
な
ろ
う
。

　
そ
れ
に
加
え
、
『
鹿
苑
日
録
』
慶
長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
五
月
一
日
条
の
記
述

も
手
掛
か
り
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
高
宮
細
美
二
端
下
。
披
テ
見
如
麓
布
。
予
不
堪
怒
。
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高
宮
は
、
次
章
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
高
宮
名
産
の
麻
布
の
こ
と
で
あ
る
。
「
麓

布
」
す
な
わ
ち
粗
雑
な
織
の
布
を
詐
称
で
あ
る
か
の
よ
う
に
細
美
と
な
し
得
た
の
は
、

そ
も
そ
も
細
美
が
、
織
目
が
細
か
い
よ
り
も
、
粗
い
と
い
う
特
徴
を
備
え
て
い
た
か

ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
の

こ
と
か
ら
、
一
七
世
紀
初
頭
頃
の
細
美
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
そ
れ
に
近

く
、
真
白
く
晒
し
て
い
な
い
織
目
の
粗
い
麻
布
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
一
五
世

紀
の
細
美
も
、
時
代
の
近
接
状
況
か
ら
し
て
、
こ
の
よ
う
な
麻
布
で
あ
っ
た
可
能
性

は
高
い
。

【
エ
】
越
後
細
美

　
越
後
細
美
は
越
後
の
麻
布
で
、
か
つ
、
細
美
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

越
後

お
よ
び
細
美
に
つ
い
て
は
、
【
イ
】
【
ウ
】
で
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
。

【オ
】
平
貴

　
平
貫
は
貫
す
な
わ
ち
緯
糸
に
撚
り
を
か
け
な
い
平
糸
を
使
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
よ
う
。
緯
糸
が
撚
糸
か
平
糸
か
の
区
別
が
、
そ
れ
も
特
に
平
糸
で
あ
る
こ
と

が
問
わ
れ
る
の
は
、
麻
布
に
於
い
て
で
あ
る
。
そ
し
て
、
撚
糸
を
使
っ
た
も
の
を
縷

布
、
平
糸
を
使
っ
た
も
の
を
平
布
と
呼
ぶ
。
平
貫
は
平
布
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　

も
っ
と
も
、
平
布
は
慶
長
期
よ
り
奈
良
で
始
ま
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
、
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
に
成
立
し
た
『
奈
良
晒
布
古
今
僅
諺
集
』

の
序
文
で
村
井
古
道
が
、

　
　

就
中
、
天
正
年
中
大
和
大
納
言
豊
臣
頼
（
秀
力
）
長
卿
、
郡
山
に
在
城
有
し
時

　
　

代
、
武
用
俗
服
等
に
織
広
ま
り
、
産
物
名
品
と
な
り
れ
り
、
然
れ
ど
も
、
其
世

　
　

は
布
の
経
緯
共
に
縷
櫨
に
し
て
、
是
を
縷
布
と
称
す
、
慶
長
年
間
に
至
り
て
縦

　
　

は
纏
、
横
は
平
積
の
緯
を
織
出
し
て
、
是
を
平
布
と
も
、
生
平
布
と
も
呼
来
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
　

り
、
於
此
平
晒
布
次
第
に
売
弘
ま
り
、
縷
布
は
世
を
逐
ひ
て
減
少
と
な
れ
り

と
し
、
「
奈
良
晒
布
旧
記
」
の
項
で
も
、

　
　

昔
者
有
縷
布
者
、
慶
長
之
比
平
布
始
織
出
、
今
考
縷
布
平
布
双
方
多
少
、
平
布

　
　

八
分
、
而
縷
布
者
二
分
也
、

と
し
た
記
述
に
基
づ
く
見
解
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
考
証
に
依
拠
し
て
お
り
、
一
次

史
料
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
確
か
に
、
「
平
」
や
「
平
抜
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

帷
子
は
『
隔
萱
ハ
記
』
な
ど
近
世
に
入
っ
て
の
記
録
に
頻
出
す
る
が
、
「
平
貫
」
も
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

く
は
「
貫
平
」
と
い
っ
た
語
は
中
世
の
記
録
に
も
散
見
さ
れ
る
。
中
で
も
『
大
館

記
』
所
収
の
「
御
内
書
符
案
」
に
は
、

　
　
越
後
布
三
十
端
・
平
貫
三
端
・
細
美
三
端
・
白
鳥
二
・
筋
子
一
折
到
来
、
令
悦

　
　
喜
候
也
、

　
　
　
同
日
（
文
明
一
八
年
く
一
四
八
六
∨
八
月
廿
二
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
　
　
　
上
杉
相
模
守
と
の
へ

と
あ
り
、
麻
布
で
あ
る
越
後
布
と
細
美
と
の
間
に
平
貫
が
挟
ま
れ
て
い
る
の
は
注
目

に
値
す
る
。
平
貫
が
麻
布
の
一
種
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
こ
の
よ
う
な

例
か
ら
し
て
、
『
奈
良
晒
布
古
今
狸
諺
集
』
を
も
っ
て
、
平
布
が
慶
長
期
よ
り
も
早

く
に
開
発
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

【カ
】
唐
布

　
唐
布
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
。
文
明
一
四
年
（
一
四
八
二
）
の
奥
書
を
伝
え
る
伊

勢
貞
藤
の
『
御
供
古
実
』
に
、

　
　
或
方
の
出
仕
之
時
唐
布
の
帷
子
召
候
へ
つ
る
を
。
是
ハ
唐
物
に
て
候
間
如
何
之

　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
　
由
申
候
へ
つ
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
名
の
如
く
、
唐
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
中
国
産
で
あ

ろ
う
か
、
渡
来
の
麻
布
で
あ
っ
た
と
見
倣
せ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
判
ら
な
い
。

【キ
】
照
布

　

現
在
の
照
布
は
茶
道
具
の
茶
巾
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
シ
ャ

リ
感
が
強
く
水
切
れ
の
良
い
上
質
な
白
麻
布
で
あ
る
。
『
日
葡
辞
書
』
（
一
六
〇
三
年

成
立
、
翌
年
増
補
）
で
は
「
テ
リ
フ
（
弓
O
ユ
后
゜
）
」
を
「
あ
る
種
の
上
等
の
麻
、
ま

た
は
、
朝
鮮
の
織
物
」
と
説
明
す
る
。
朝
鮮
産
の
麻
布
と
い
う
こ
と
は
、
『
和
漢
三

才
図
絵
』
（
寺
島
良
安
著
、
正
徳
二
年
く
一
七
一
二
∨
自
序
）
第
三
一
巻
の
「
手

伯
」
の
標
記
語
に
あ
る
説
明
、
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受
汚
以
単
布
拭
去
茶
甑
滴
露
也
。
以
朝
鮮
照
布
為
佳
。
大
抵
一
幅
五
寸
許
〈
利

　
　
休
流
四
寸
三
分
〉
。

と
い
う
記
述
に
も
見
ら
れ
る
。
『
椀
記
』
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
正
月
三
〇
日

条
で
こ
そ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
　
照
布
ト
テ
、
日
本
ニ
ハ
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
、
琉
球
布
ナ
リ
、

と
あ
っ
て
、
琉
球
産
の
布
と
す
る
が
、
琉
球
か
ら
麻
布
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

る
の
は
、
一
六
世
紀
も
後
半
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
照
布
を
琉
球
産
と
す
る
認

識
に

は
疑
問
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
一
五
世
紀
で
は
琉
球
産
で
は
ま
ず
あ
り
得

ず
、
朝
鮮
産
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
自
序

の

松
江
重
頼
の

『毛
吹
草
』
第
四
巻
「
名
物
」
に
於
い
て
は
、
日
本
諸
国
の
名
産
品

を
挙
げ
た
中
に
、
照
布
は
見
ら
れ
な
い
。
消
極
的
な
が
ら
も
、
日
本
で
は
生
産
さ
れ

て

い

な
か
っ
た
傍
証
と
な
り
得
よ
う
。
布
質
は
、
「
照
」
と
い
う
字
が
示
す
が
如
く
、

硬
質
な
光
沢
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
今
日
の
照
布
と
同
様
に
強
い

シ
ャ
リ
感
を
備
え
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。

【ク
】
高
麗
布

　
高
麗
布
も
ま
た
詳
し
い
こ
と
が
判
ら
な
い
。
高
麗
の
布
す
な
わ
ち
朝
鮮
渡
来
の
麻

布
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
、
確
か
で
あ
ろ
う
。

【ケ
】
木
綿

　
木
綿
は
今
日
そ
う
呼
ぶ
木
綿
と
見
て
良
か
ろ
う
。
一
五
世
紀
で
は
木
綿
は
ま
だ
稀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

少
価
値
が
高
い
品
物
で
あ
っ
た
。

　
（
二
）
絹
物

【
コ
】
絹

【サ
】
立
紋
綾

【シ
】
紗

【
ス
】
紋
紗

　
右
に

挙
げ

た
絹
物
の
例
は
い
ず
れ
も
『
蔭
涼
軒
日
録
』
の
記
事
に
あ
り
、
注
意
を

要
す
る
の
で
、
ま
と
め
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
次

に
掲
げ
る
条
々
が
、
当
該
例
と
な
る
。

①
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
一
月
二
五
日
条

　
　
有
頃
藤
中
納
言
常
祐
入
道
。
直
綴
。
奉
公
帽
。
藤
左
兵
衛
佐
永
康
朝
臣
。
浄
衣
。

　
　
風
折
而
来
。
則
相
公
乃
被
脱
御
直
垂
。
将
有
御
成
御
后
架
愚
参
則
有
御
差
乎
。

　
　
被
滞
御
座
敷
。
愚
見
之
退
　
。
於
髪
御
成
后
架
。
兵
衛
佐
撤
御
后
架
之
帳
。
有

　
　
御
帰
干
旧
座
。
則
寿
桂
喝
食
奉
進
御
手
水
。
々
々
了
則
被
遊
御
髪
。
被
著
凶
服
。

　
　
藤
公
父
子
勤
仕
之
。
御
内
衣
白
帷
。
白
立
紋
綾
欺
。
晴
好
御
袴
。
被
持
御
扇
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
樺
皮
造
之
御
刀
被
閣
之
。
無
御
剃
。

②
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
七
月
四
日
条

　
　
又
来
十
五
日
御
成
事
。
月
江
可
有
御
覚
悟
之
由
白
之
。
又
帷
紗
絹
等
可
被
禁
。

　
　
元
来
御
法
事
也
。
来
八
日
三
会
御
成
。
天
龍
御
前
給
仕
永
純
紗
帷
用
意
之
由
聞

　
　
及
條
。
不
可
然
由
白
之
云
々
。

③
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
七
月
二
日
条

　
　
自
伊
勢
備
中
守
殿
越
後
布
帷
一
領
。
紺
色
紋
紗
帷
一
領
。
以
久
上
司
見
贈
之
菅

　
　
公
乃
遣
久
上
司
於
備
中
守
殿
伸
礼
謝
。

④
明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
五
月
三
〇
日
条

　
　
自
伊
勢
備
中
守
殿
青
白
両
色
絹
帷
一
領
。
白
布
帷
一
領
。
帯
二
筋
。
見
贈
菅
公
。

　
　
使
者
慈
阿
勧
盃
。
謝
詞
丁
寧
。

⑤
明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
七
月
九
日
条

　
　
菅
公
紋
紗
帷
命
福
昌
勇
裁
之
縫
掛
絡
。

⑥
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
五
月
二
四
日
条

　
　
自
伊
備
照
布
帷
一
。
絹
帷
一
。
帯
二
筋
。
見
贈
菅
公
。
乃
以
昌
公
伸
礼
謝
。

　
ま
ず
、
①
の
延
徳
三
年
一
月
二
五
日
条
で
は
、
等
持
院
に
お
け
る
足
利
義
視
の
葬

礼

に
際
し
、
相
公
す
な
わ
ち
足
利
義
材
が
凶
服
の
一
部
と
し
て
絹
物
の
帷
子
を
着
用

し
て
い
る
。
記
主
で
あ
る
亀
泉
集
証
は
内
衣
の
白
帷
を
「
白
立
紋
綾
か
」
と
推
量
し

て

い

る
。
当
時
の
立
紋
綾
の
実
態
は
不
詳
で
あ
る
が
、
無
地
の
綾
、
つ
ま
り
斜
紋
組
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（
2
7
）

織

に
な
る
無
紋
の
絹
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
推
量
の
発
言
で

あ
る
た
め
、
正
し
く
立
紋
綾
で
あ
っ
た
の
か
は
判
ら
な
い
と
し
て
も
、
と
も
か
く
絹

物
で
は
あ
っ
た
と
見
て
良
か
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
、
正
確
に
は
帷
子
で
は
な
く
、
大
帷
子
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
可
能
性

も
高
い
。
足
利
将
軍
家
の
凶
服
を
検
討
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。

　

こ
の
条
文
で
は
単
に
「
凶
服
」
と
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
構
成
の
詳
細
は
記
さ
れ
て

い

な
い
。
だ
が
、
当
時
の
将
軍
家
で
は
、
親
の
葬
礼
に
臨
む
息
男
は
素
服
を
着
用
す

る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
一
月
二
三
日
に
執
行
さ
れ
た
足
利
義
政
の
葬
礼

で

は
、
甘
露
寺
親
長
が
義
視
と
義
材
の
衣
体
に
つ
い
て
の
伝
聞
を
『
親
長
卿
記
』
に

記
し
て
い
る
。

　
　
今

出
川
殿
〈
御
道
服
〉
、
室
町
殿
〈
義
材
〉
、
〈
御
浄
衣
、
藁
沓
、
永
康
役

　
　
之
、
〉
為
東
山
殿
御
猶
子
分
為
御
相
続
、
不
可
令
着
素
服
給
云
々
、
人
々
成
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
　
審
、
今
出
川
殿
仰
云
々
、
不
可
之
由
有
仰
、

　
義
政
の
猶
子
と
な
っ
た
室
町
殿
す
な
わ
ち
義
材
は
素
服
で
は
な
く
浄
衣
を
着
し
て

い

た
が
、
こ
れ
は
実
父
で
あ
る
今
出
川
殿
す
な
わ
ち
義
視
の
仰
せ
に
従
っ
た
た
め
で

あ
る
と
い
う
。
大
方
の
意
見
と
し
て
は
、
そ
れ
は
「
不
審
」
で
あ
っ
た
。
本
来
な
ら

ば
、
素
服
で
あ
る
べ
き
で
あ
っ
た
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
三
条
西
実
隆
も
『
実
隆
公
記
』

に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
　
但
不
能
御
著
服
、
只
著
浄
衣
給
云
々
、

と
殊
更
記
し
て
お
り
、
喪
服
で
は
な
く
た
だ
浄
衣
を
着
る
ば
か
り
の
姿
を
異
例
と
感

じ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
な
お
、
義
材
が
道
服
で
あ
る
の
は
、
延
徳
元
年
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

四
八
九
）
四
月
二
七
日
に
剃
髪
し
て
お
り
、
出
家
者
の
衣
体
と
し
て
臨
ん
だ
た
め
で

　
（
3
1
）

あ
る
。

　

ま
た
、
『
万
松
院
殿
穴
太
記
』
に
拠
る
と
、
天
文
一
九
年
（
一
五
五
〇
）
五
月
七

日
に
執
行
さ
れ
た
足
利
義
晴
の
葬
礼
に
於
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
　
宰
相
中
将
殿
は
け
ふ
よ
り
御
素
服
を
着
し
給
ひ
け
り
。

と
あ
り
、
宰
相
中
将
殿
す
な
わ
ち
息
男
の
義
輝
は
素
服
を
着
用
し
て
い
た
と
知
ら
れ

る
。　

こ
れ
ら
前
後
の
将
軍
家
の
例
か
ら
す
れ
ば
、
義
材
の
「
凶
服
」
は
素
服
で
あ
っ
た

と
見
倣
せ
よ
う
。

　
さ
て
、
当
時
の
素
服
に
つ
い
て
は
、
『
親
長
卿
記
』
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
一

月
一
五
日
条
の
記
述
か
ら
大
略
が
知
ら
れ
る
。

　
　
早
旦
著
素
服
、
先
是
去
九
日
宣
下
、
難
然
依
私
日
次
不
快
不
着
、
其
色
目
、
狩

　
　
衣
く

生
衣
染
金
不
志
、
柳
色
薄
也
、
∨
指
貫
練
、
裏
面
金
不
志
染
、
大
帷
腰
次

　
　
白
如
常
、
難
可
用
下
袴
、
依
不
合
期
省
略
、
上
結
袖
結
不
入
ヨ
リ
糸
、
袖
之
下

　
　
バ

カ
リ
結
付
、
紙
捻
付
物
忌
、
〈
柳
ノ
木
ヲ
卒
塔
婆
形
二
削
テ
書
物
忌
二
字
、

　
　
押
入
烏
帽
子
左
方
、
〉
今
度
素
服
色
井
物
忌
事
等
、
人
々
説
々
有
其
沙
汰
、
錐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

　
　
然
素
服
色
事
ハ
、
以
或
仁
説
染
之
畢
、

　
抱
の
外
形
は
狩
衣
と
同
じ
も
の
で
、
生
地
に
は
生
衣
（
生
絹
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
し
　
　
が
　
ね

を
使
い
、
金
不
志
染
（
五
倍
子
鉄
漿
染
か
）
で
や
や
薄
め
の
色
に
染
め
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

あ
っ
た
。
金
不
志
染
は
す
な
わ
ち
黒
染
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
『
親
長
卿
記
』
文
明
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

年
一
月
七
日
の
条
文
で
東
坊
城
顕
長
の
素
服
を
「
黒
染
狩
衣
」
と
記
し
て
い
る
こ
と

か
ら
判
る
。

　

先
掲
の
『
親
長
卿
記
』
文
明
三
年
一
月
一
五
日
の
条
文
に
「
大
帷
」
が
見
え
た
が
、

狩
衣
の
内
衣
に
は
普
通
は
大
帷
子
が
用
い
ら
れ
た
。
文
明
一
二
年
（
一
四
八
〇
）
奥

書
の
一
条
兼
良
の
『
桃
花
蘂
葉
』
で
は
、
＝
、
狩
衣
事
」
の
項
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
＞

　
　

大
帷
。
尋
常
用
之
。
晴
時
は
可
着
衣
井
単
等
。

と
あ
る
こ
と
や
、
応
永
六
年
（
二
二
九
九
）
の
高
倉
永
行
の
奥
書
が
あ
る
『
装
束
雑

事
抄
』
で
は
、
「
浄
衣
事
」
の
項
に
、

　
　
下
具
冬
は
柏
。
或
衣
大
帷
子
。
夏
は
引
倍
木
。
或
単
等
也
。
色
目
狩
衣
に
同
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

　
　

常

は
た
“
大
帷
子
ば
か
り
也
。

と
あ
る
こ
と
が
証
左
と
な
る
。
浄
衣
は
『
装
束
雑
事
抄
』
に
拠
る
と
、
普
通
は
生
地
に
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は
白
布
を
使
い
、
貞
治
五
年
（
＝
二
六
六
）
奥
書
の
高
倉
永
綱
の
『
連
阿
口
伝
抄
』

に
拠
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

　
　

狩
衣
ヨ
リ
ツ
・
シ
ク
ス
ベ
シ
。
ハ
タ
袖
ハ
一
寸
オ
ト
リ
ナ
リ
。

と
あ
っ
て
、
狩
衣
に
準
じ
る
外
形
を
備
え
た
、
い
わ
ば
狩
衣
類
と
呼
べ
る
服
飾
で

あ
っ
た
。

　
大
帷
子
は
単
に
「
帷
子
」
と
記
述
さ
れ
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
三
条

西
実
隆
（
一
四
五
五
ー
一
五
三
七
）
撰
と
伝
え
る
『
装
束
抄
』
の
「
大
帷
」
の
項
に

は
、　

　
紅
二
染
タ
ル
大
帷
也
。
汗
取
ノ
帷
ト
号
シ
テ
。
夏
秋
是
ヲ
着
ル
。
近
代
単
ノ
袖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

　
　
計

ヲ
付
テ
。
夏
冬
共
ニ
コ
レ
ヲ
着
ス
。
老
人
ハ
白
キ
帷
ナ
ル
ベ
シ
。

と
記
し
て
あ
る
。

　
大
帷
子
と
帷
子
と
の
基
本
的
な
相
違
は
、
袖
の
仕
立
て
に
あ
っ
た
。

　
時
代
は
少
し
降
る
が
、
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
頃
か
ら
天
文
一
八
年
（
一
五
四

九
）
頃
に
醍
醐
寺
で
執
務
し
た
僧
侶
が
編
ん
だ
『
重
酉
抄
』
に
は
、
「
浄
衣
寸
法
之

事
」
と
し
て
内
衣
で
あ
る
大
帷
子
の
寸
法
も
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
身
三
尺
八
寸
　
四
　
一
丈
五
尺
二
寸

　
　

袖
三
尺
六
寸
　
四
　
一
丈
四
尺
四
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

　
　
僧
綱
七
尺
　
以
上
三
丈
五
尺
六
寸

　

袖
に
身
丈
と
大
差
な
い
長
さ
の
生
地
を
四
幅
用
意
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
一

幅
を
半
分
に
折
っ
て
袖
を
仕
立
て
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
片
袖
は

奥
袖
と
鰭
袖
の
二
幅
か
ら
成
っ
て
い
た
と
知
ら
れ
る
。

　
一
方
、
帷
子
の
片
袖
は
一
幅
で
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
上
杉
謙
信
（
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

三
〇
－
七
八
）
所
用
と
伝
え
る
帷
子
の
仕
立
て
方
か
ら
確
認
で
き
る
。

　
以
上

の

よ
う
に
、
①
に
見
え
る
「
凶
服
」
と
は
素
服
で
あ
り
、
素
服
の
内
衣
と
し

て

は

大
帷
子
が
着
用
さ
れ
、
そ
し
て
大
帷
子
は
単
に
帷
子
と
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

た
め
、
こ
の
条
文
の
「
帷
子
」
は
大
帷
子
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と

言

え
よ
う
。
た
だ
し
、
足
利
義
政
の
葬
礼
で
義
材
が
浄
衣
を
着
用
し
て
い
た
こ
と
は

先
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
『
蔭
涼
軒
日
録
』
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
一
月
二
三
日

条
に
は
、

　
　

小
公
御
服
平
服
白
小
袖
、
浄
衣
、
御
袴
、
御
立
烏
冠
、
樺
皮
作
御
刀
、

と
あ
り
、
浄
衣
で
あ
っ
て
も
大
帷
子
で
は
な
く
白
小
袖
を
着
込
ん
で
い
た
と
知
ら
れ

る
。
従
っ
て
、
大
帷
子
で
な
い
可
能
性
も
皆
無
な
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
真
に
帷

子
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
次
に
見
る
②
の
記
事
と
関
連
す
る
特
殊
な
例
と
見
倣
し
て

良
か
ろ
う
。

　
②
の
延
徳
三
年
七
月
四
日
条
で
は
、
来
る
一
五
日
の
足
利
義
材
の
御
成
に
際
し
、

紗
絹
な
ど
で
製
し
た
帷
子
の
着
用
の
禁
止
を
周
知
し
て
い
る
。
紗
は
今
日
そ
う
呼
ぶ

と
こ
ろ
の
搦
み
織
に
よ
る
薄
手
の
絹
織
物
の
一
種
と
同
類
と
み
て
大
過
な
い
。
顕
紋

紗
の

こ
と
と
な
る
が
、
文
安
六
年
（
一
四
四
九
）
の
「
高
野
山
天
野
舞
童
装
束
注

（4
2
）

文
」
（
和
歌
山
・
金
剛
峯
寺
蔵
）
に
あ
る

　
　
結
紋
紗
之
織
色
八
具
分
〈
左
四
具
紅
代
尺
別
或
百
廿
文
宛
　
右
四
具
萌
黄
代
尺

　
　

別
百
七
十
文
宛
〉

　
　
結
紋
紗
八
具
〈
縫
物
蝶
丸
鳥
丸
　
一
具
二
丸
之
数
百
在
之
　
一
具
別
三
貫
文

　
　

宛
〉

と
い
う
記
載
の
う
ち
、
鳥
丸
の
縫
物
を
施
し
た
紅
の
顕
紋
紗
に
相
当
す
る
遺
品
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

和
歌
山
・
金
剛
峯
寺
に
伝
存
し
て
い
る
。
そ
れ
は
正
に
搦
み
織
を
地
組
織
と
し
た
薄

手
の
絹
織
物
で
あ
る
。
紗
が
搦
み
織
の
一
種
を
意
味
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
例
か

ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
『
日
葡
辞
書
』
（
一
六
〇
三
年
成
立
、
翌
年
増
補
）
に

は

「紗
」
の
標
記
語
は
収
録
さ
れ
て
な
い
が
、
「
シ
ャ
ノ
コ
ロ
モ
（
）
【
碧
0
6
0
『
○
∋
○
°
）
」

が
出
て
お
り
、
「
坊
主
の
着
る
絹
の
着
物
で
、
上
等
の
薄
い
も
の
」
と
説
明
す
る
。

こ
れ
は
紗
の
繊
細
な
薄
手
の
特
徴
を
捉
え
た
記
述
と
言
え
、
引
き
続
き
紗
が
搦
み
織

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

　
さ
て
、
②
で
は
、
元
来
、
紗
絹
の
帷
子
は
法
事
用
で
あ
る
と
言
い
、
そ
し
て
、
八

日
の
臨
川
寺
三
会
院
へ
の
御
成
に
向
け
て
、
天
龍
寺
御
前
給
仕
喝
食
の
永
純
が
紗
の

帷
子
を
用
意
し
て
い
る
こ
と
を
難
じ
て
い
る
。
こ
の
記
事
か
ら
は
、
絹
物
の
帷
子
が
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法
事
用
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
知
ら
れ
よ
う
。
①
に
出
て
き
た
帷
子
が
真
に
帷
子

で

あ
る
の
な
ら
ば
、
こ
の
法
事
用
に
連
な
る
用
法
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
な
お
、
永

純

と
い
う
喝
食
が
用
意
し
て
い
た
こ
と
は
、
次
の
諸
例
と
関
連
し
て
注
意
し
て
お
き

た
い
。

　
残

る
③
の
延
徳
三
年
七
月
＝
日
以
下
の
条
々
で
は
、
紋
紗
な
ど
絹
物
の
帷
子
の

着
用
者
は
い
ず
れ
も
菅
公
す
な
わ
ち
叔
原
宗
菅
と
見
ら
れ
、
⑤
の
延
徳
四
年
七
月
九

日
条
の
掛
絡
へ
の
仕
立
替
え
を
除
き
、
伊
勢
備
中
守
殿
す
な
わ
ち
伊
勢
貞
宗
か
ら
贈

ら
れ
た
記
事
と
な
る
。
宗
菅
は
亀
泉
集
証
の
弟
子
の
喝
食
で
あ
る
。
出
自
は
不
明
で

あ
る
が
、
伊
勢
貞
宗
に
寵
愛
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
『
日
葡
辞
書
』
二

六
〇

三
年
成
立
、
翌
年
増
補
）
で
「
モ
ン
ジ
ャ
（
呂
。
且
じ
」
を
「
シ
ナ
の
織
物
、

す
な
わ
ち
、
紋
様
を
織
り
出
し
た
薄
い
ヴ
ェ
ー
ル
で
、
腰
の
強
い
生
糸
で
織
っ
た
も

の
」
と
説
明
す
る
よ
う
、
紋
紗
は
紋
様
を
織
り
出
し
た
紗
の
こ
と
で
あ
る
。
時
代
の

降
っ
た
資
料
と
な
る
が
、
上
述
の
紗
の
特
徴
を
併
せ
鑑
み
て
、
そ
う
判
断
で
き
よ
う
。

　
永
純
や
宗
菅
が
喝
食
と
い
う
年
少
者
で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
『
諸
大
名
出
仕

記
』
に
注
意
さ
れ
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
『
諸
大
名
出
仕
記
』
は
一
般
的
に
は
室
町

時
代
末
期
の
成
立
と
さ
れ
て
い
る
が
、
近
世
的
な
考
証
が
混
じ
る
こ
と
か
ら
、
む
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

ろ
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
一
、
帷
の
事
。
何
も
不
苦
候
。
唐
布
な
り
。
御
禁
制
の
御
沙
汰
は
な
く
候
。
又

　
　
　
　
北
絹
な
と
を
平
人
着
候
事
は
。
努
々
有
間
敷
候
。
少
人
な
と
は
内
々
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

　
　
　
　
は
不
苦
候
歎
。
又
紋
紗
等
も
同
前
な
り
。

　

こ
の
よ
う
な
記
述
の
存
在
か
ら
は
、
北
絹
（
第
三
章
で
後
述
）
や
紋
紗
な
ど
の
絹

物
を
年
少
者
向
き
と
す
る
こ
と
が
、
後
世
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
と
知
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

　

以

上
、
『
蔭
涼
軒
日
録
』
に
出
て
く
る
絹
物
の
帷
子
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
い

ず
れ
も
特
殊
な
用
例
と
見
倣
さ
れ
、
決
し
て
一
般
に
普
通
に
着
用
さ
れ
て
は
い
な

か

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
過
性
の
も
の
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
後
、

立
紋
綾
や
紗
な
ど
が
普
及
し
て
い
っ
た
形
跡
も
認
め
ら
れ
な
い
。

（三
）
傾
向

　
【
ア
】
か
ら
【
ケ
】
ま
で
の
よ
う
に
、
麻
布
類
が
多
く
数
え
ら
れ
、
一
五
世
紀
に

於
け
る
帷
子
の
材
質
は
、
麻
布
が
ご
く
普
通
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

木
綿
が
一
例
見
出
さ
れ
、
一
五
世
紀
末
期
に
は
、
絹
物
の
例
も
散
見
さ
れ
た
。
だ
が
、

絹
物
は
あ
く
ま
で
特
殊
な
用
例
で
あ
り
、
普
遍
化
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

②
一
六
世
紀
の
状
況

　
一
六
世
紀
に
於
い
て
は
、
布
・
麻
（
ア
サ
布
）
・
真
布
（
マ
ヌ
ノ
）
・
越
後
布

（ゑ

ち
こ
布
・
越
後
・
ゑ
ち
こ
・
越
布
・
ゑ
ち
）
・
高
宮
（
タ
カ
ミ
ヤ
）
・
国
ヌ

ノ
・
細
美
（
細
味
・
さ
い
見
・
サ
イ
ミ
）
・
細
布
・
高
宮
細
美
・
晒
（
晒
布
・
曝
・

酒
・
さ
ら
し
・
サ
ラ
シ
・
サ
ラ
シ
ノ
布
）
・
宇
治
晒
・
せ
す
り
・
唐
布
（
た
う

ふ
）
・
あ
ぶ
ら
布
・
木
綿
（
も
ん
め
ん
・
モ
ン
メ
ン
）
・
葛
・
細
葛
・
た
ふ
・
芭
蕉

布
・
生
絹
（
生
衣
・
生
・
す
ず
し
・
ス
ズ
シ
）
が
拾
い
出
せ
た
。

（
一
）
布
類

　
右
に
挙
げ
た
う
ち
、
布
か
ら
唐
布
ま
で
が
布
類
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料
残
存
の
問

題
や

記
主
の
記
録
態
度
の
問
題
も
無
関
係
と
は
言
え
な
い
が
、
一
五
世
紀
よ
り
も
種

類
が
豊
富
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
新
た
に
加
わ
っ
た
布
類
の
種
類
名
称
は
、

麻
・
真
布
・
高
宮
・
国
ヌ
ノ
・
細
布
・
高
宮
細
美
・
晒
・
宇
治
晒
・
せ
す
り
・
あ
ぶ

ら
布
・
葛
・
細
葛
・
た
ふ
・
芭
蕉
布
と
な
る
。

【セ
】
麻
布

　
単
に
布
と
言
っ
た
場
合
、
普
通
そ
れ
は
麻
布
の
こ
と
で
あ
る
以
上
、
麻
は
布
の
言

い
換
え
と
捉
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
「
布
」
で
は
な
く
殊
更
「
麻
」
と
明
記
し
た
こ

と
に
、
若
干
の
疑
問
が
残
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
考
察
を

加
え
て
み
た
い
。
麻
が
見
え
る
の
は
、
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
永
正
四
年
三
五
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七
）
九
月
九
日
条
と
『
多
聞
院
日
記
』
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
五
月
一
六
日
条

と
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
の
場
合
、
「
隠
居
道
具
年
中
如
例
」
と
あ
る
目
録

中
に
含
ま
れ
て
い
る
。

、、、、、、

　
麻
は
、

目
の
列
記
箇
所
に
記
さ
れ
て
い
る
。

態
度
に
あ
り
、

　
次
に
、

く
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

を
明
記
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
も
っ
と
も
、
更
な
る
別
の
可
能
性
も
見
出
せ
る
。
先
に
も
触
れ
た
が
、
ひ
と
く
ち

に
麻
と
言
っ
て
も
、
原
材
料
と
な
っ
た
植
物
に
は
様
々
あ
っ
た
。
多
く
利
用
さ
れ
て

代
表
的
な
位
置
に
あ
っ
た
の
は
、
苧
麻
と
大
麻
と
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
苧
麻
の

方
が
よ
り
広
範
に
普
及
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
む
し
ろ
大
麻
が
苧
麻
を
凌
い
で
い

　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

た
と
す
る
説
も
あ
る
。
大
麻
が
優
勢
で
あ
っ
た
と
す
る
説
に
従
え
ば
、
「
苧
」
で
な

く
「
麻
」
と
表
記
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
大
麻
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

こ
の
説
に
は
容
易
に
は
従
い
難
い
点
が
あ
り
、
現
段
階
で
は
麻
の
種
類
ま
で
を
弁
別

し
た
表
記
と
ま
で
判
断
を
下
す
に
は
、
材
料
が
不
足
す
る
。

【
ソ
】
真
布

　
真
布
は
詳
細
が
不
明
で
あ
る
。
普
通
の
麻
布
の
こ
と
を
意
味
し
て
「
真
」
を
付
し

て

い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
布
類
の
種
類
が
多
く
な
っ
て
い

絹
衣
一
・
帯
一
　
　
　
　
　
　
一
、
布
衣
里
二

白
小
袖
一
　
　
　
　
　
　
　
一
、
紬
小
袖
一

貫
平
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
帷
麻
二

帷
ロ
ヌ
ノ
〈
湯
帷
一
〉
　
　
　
一
、
織
帷
一

直
綴
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
黒
直
綴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

花
ノ
シ
キ
ウ
シ
〈
京
用
〉
　
　
一
、
白
袴
一

貫
平
以
下
織
帷
ま
で
、
各
種
の
帷
子
も
し
く
は
帷
子
用
と
推
測
さ
れ
る
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
質
を
明
確
に
区
別
し
て
記
録
し
よ
う
と
す
る

　
　
そ

れ

ゆ
え
、
殊
更
「
麻
」
と
明
記
し
た
と
見
倣
さ
れ
る
。

『多
聞
院
日
記
』
の
場
合
で
は
、
記
録
さ
れ
た
時
期
は
布
類
の
種
類
が
多

　
　
　
　
　
　
　
　

そ
う
し
た
状
況
を
反
映
し
て
、
「
麻
」
で
あ
る
こ
と

る
状
況
を
反
映
し
た
謂
い
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
前
述
の
大
麻
優
勢
説
に
従
え
ば
、

大
麻
布
の
こ
と
と
な
ろ
う
が
、
や
は
り
そ
こ
ま
で
の
判
断
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

【タ
】
高
宮

　
高
宮
は
近
江
高
宮
名
産
の
麻
布
の
こ
と
で
あ
る
。
本
来
の
高
宮
は
上
質
の
大
麻
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

で
あ
っ
た
と
す
る
説
が
あ
る
。

【乏
国
ヌ
ノ

　

国
ヌ
ノ
は
『
多
聞
院
日
記
』
か
ら
拾
い
出
せ
た
名
称
で
あ
る
。
多
聞
院
ひ
い
て
は

多
聞
院
が
帰
属
す
る
興
福
寺
が
所
在
す
る
大
和
の
国
で
生
産
さ
れ
た
布
を
意
味
す
る

の

で
あ
ろ
う
。

【
ツ
】
細
布

　
細
布
は
解
釈
が
難
し
い
。
見
出
せ
た
の
は
一
例
の
み
で
、
『
舜
旧
記
』
慶
長
元
年

（
一
五
九

六
）
一
二
月
二
四
日
条
に
、

　
　
市
左
衛
門
女
房
二
帷
一
ツ
、
遺
物
二
遣
、
市
左
衛
門
二
〈
杉
原
十
帖
・
戴
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

　
　
疋
、
〉
遣
之
、
同
弥
介
二
細
布
帷
一
ツ
、
遣
、

と
あ
る
の
が
拾
い
出
せ
た
。
文
中
に
「
遺
物
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
二
］
日
に
葬
礼

を
行
っ
た
花
谷
妙
春
大
姉
の
形
見
分
け
品
を
意
味
し
て
お
り
、
二
三
日
条
に
も
「
各

親
類
共
二
遺
物
少
々
遣
也
」
と
あ
る
。
細
布
の
帷
子
も
元
々
は
妙
春
の
所
持
品
で
あ

ろ
う
。

　

さ
て
、
『
日
葡
辞
書
』
（
一
六
〇
三
年
成
立
、
翌
年
増
補
）
で
は
「
ホ
ソ
ヌ
ノ

（
『
o
切
o
己
5
0
）
」
の
標
記
語
を
増
補
時
に
追
加
し
て
お
り
、
「
あ
る
国
か
ら
産
す
る
麻

布
」
と
説
明
す
る
。
「
国
」
は
原
文
で
は
王
国
・
領
域
・
領
地
を
意
味
す
る
苫
胃
o

　
　
　
（
5
1
）

で

あ
る
が
、
そ
の
観
念
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
「
あ
る
国
」
を
、
外
国
と
し
て
も
、

国
内
の
一
定
地
域
と
し
て
も
捉
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
外
国
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
朝
鮮
が
特
産
物
と
し
て
生
産
し
て
い
た
麻
織
物
の
中
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

細
布
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
細
い
糸
で
織
目
を
密
に
織
成
し
た
麻
布
で
あ
る
。

　
国
内
の
＝
疋
地
域
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
北
奥
地
方
か
ら
産
す
る
麻
布
の
こ
と
と
な

ろ
う
。
こ
ち
ら
は
「
狭
布
」
と
も
「
奥
布
」
と
も
呼
ば
れ
る
横
幅
の
狭
い
麻
布
で
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（
5
3
）

あ
っ
た
。

　
『
日
葡
辞
書
』
が
い
う
細
布
は
、
後
者
に
相
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
5
4
）

歌
語
「
狭
布
の
細
布
（
け
ふ
の
ほ
そ
ぬ
の
）
」
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
実
態
は
知

ら
れ
て
お
ら
ず
と
も
、
言
葉
と
し
て
は
親
し
ま
れ
て
い
た
。
か
か
る
言
葉
上
の
知
識

で

あ
る
こ
と
が
、
当
初
『
日
葡
辞
書
』
で
遺
漏
し
て
い
た
こ
と
や
、
「
あ
る
国
」
と

漠
然

と
し
た
言
い
方
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
反
映
さ
れ
て
い
よ
う
。
朝
鮮
産
な

ら
ば
、
そ
う
明
示
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
『
舜
旧
記
』
に
見
え
る
細
布
の
帷
子
も
、
歌
語
と
し
て
周
知
の

細
布
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
実
態
が
良
く
知
ら
れ
て
い
た
と
す
る
徴
証
も
、

流
通

し
て
い
た
徴
証
も
得
ら
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。
朝
鮮
産
の
細
布
の
方
が
よ
り
現

実
味
が
あ
る
。
だ
が
、
朝
鮮
産
の
細
布
は
、
そ
の
語
は
朝
鮮
関
係
の
史
料
に
見
え
て

も
、
日
本
で
一
般
的
に
通
用
し
て
い
た
語
と
す
る
に
足
る
確
か
な
証
拠
は
、
今
の
と

こ
ろ
提
示
で
き
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
記
主
特
有
の
言
い
回
し
に
由
来
し
、

細
美
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【テ
】
高
宮
細
美

　
高
宮
細
美
は
前
述
【
夕
】
の
高
宮
の
麻
布
で
、
か
つ
、
細
美
で
あ
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
よ
う
。
細
美
に
つ
い
て
は
前
章
の
【
ウ
】
で
述
べ
た
よ
う
に
、
真
白
く
曝
し

て

い
な
い
織
目
の
粗
い
麻
布
と
考
え
ら
れ
る
。

【ト
】
晒

　
晒
は
『
日
葡
辞
書
』
（
一
六
〇
三
年
成
立
、
翌
年
増
補
）
で
「
サ
ラ
シ
（
Q
。
碧
③
巴
゜
）
」

を
「
漂
白
し
た
布
（
白
O
づ
O
o
力
）
の
一
種
」
と
説
明
す
る
よ
う
に
、
漂
白
し
た
麻
布
の

こ
と
で
あ
る
。
一
六
世
紀
後
期
に
例
が
に
わ
か
に
増
加
し
、
こ
の
頃
に
生
産
が
盛
ん

に
な
っ
た
と
知
ら
れ
る
。

【ナ
】
宇
治
晒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

　
宇
治
晒
は
宇
治
名
産
の
晒
の
こ
と
で
あ
る
。

【
二
】
せ
す
り

　
せ
す
り
は
詳
細
が
不
明
で
あ
る
。
『
日
葡
辞
書
』
（
一
六
〇
三
年
成
立
、
翌
年
増

補
）
で
「
セ
ス
リ
（
×
①
゜
。
°
。
已
昌
）
」
を
「
あ
る
種
の
麻
、
す
な
わ
ち
、
布
（
5
0
ロ
o
）

で
作
っ
た
帷
子
（
○
知
古
P
σ
片
①
゜
）
」
と
説
明
す
る
以
上
の
こ
と
は
、
判
ら
な
い
。

【ヌ
】
あ
ぶ
ら
布

　
あ
ぶ
ら
布
も
詳
ら
か
に
な
ら
な
い
。
漢
字
表
記
す
れ
ば
、
油
布
と
な
ろ
う
。
艶
が

あ
り
水
切
れ
の
良
い
資
質
を
備
え
て
い
た
こ
と
か
ら
く
る
名
称
と
推
測
さ
れ
る
。
或

は
、
前
章
【
キ
】
の
照
布
の
こ
と
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

【ネ
】
葛
・
細
葛

　
葛
は
、
字
義
通
り
に
解
せ
ば
、
葛
か
ら
採
っ
た
繊
維
で
織
っ
た
布
と
な
る
。
葛
も

布
の
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
植
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
一
六
世
紀
で
あ
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
＞

上
杉
謙
信
（
一
五
三
〇
ー
七
八
）
所
用
と
伝
え
る
葛
袴
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
『
日
葡

辞
書
』
（
一
六
〇
三
年
成
立
、
翌
年
増
補
）
は
葛
に
関
係
す
る
染
織
品
と
し
て
「
ク

ズ

バ

カ
マ
（
巨
N
已
σ
8
馨
9
°
）
」
の
み
を
収
録
し
、
「
こ
の
名
で
呼
ば
れ
る
袴
で
、
蹴

鞠
の
時
着
用
す
る
も
の
」
と
説
明
す
る
。
特
に
袴
に
利
用
さ
れ
て
い
た
状
況
が
浮
か

び
上
が
っ

て
く
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
当
該
時
期
で
は
帷
子
の
材
質
と
し
て
葛
布
が
流
通
し
て
い
た
徴
証

　
　
　
（
5
7
）

は
得
難
く
、
疑
念
が
生
じ
る
。
ま
た
、
一
七
世
紀
初
期
ま
で
眼
を
通
し
て
み
て
も
、

葛
と
細
葛
と
が
専
ら
『
鹿
苑
日
録
』
に
限
っ
て
見
え
る
こ
と
に
も
注
意
さ
れ
る
。
記

主
特
有
の
認
識
に
由
来
し
、
粗
い
麻
布
を
葛
と
捉
え
て
い
る
可
能
性
も
考
え
て
良
か

ろ
う
。
葛
は
単
繊
維
へ
の
分
離
が
困
難
な
た
め
、
麻
ほ
ど
に
は
細
い
糸
を
作
る
こ
と

　
　
　
　
（
5
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

が
で

き
な
い
。
従
っ
て
、
織
目
も
細
か
く
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
。
そ
う
し
た
性
質

上
、
葛
布
と
粗
い
麻
布
と
が
紛
れ
る
可
能
性
は
皆
無
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
粗
い
麻

布
と
言
え
ば
、
細
美
の
存
在
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
こ
よ
う
。
果
た
し
て
、
葛
1
1
細
美

と
な
る
の
か
、
時
代
は
一
七
世
紀
初
期
に
ま
た
が
る
こ
と
と
な
る
が
、
『
鹿
苑
日

録
』
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
、
こ
の
点
を
確
認
し
て
み
た
い
。

　
『
鹿
苑
日
録
』
の
記
主
に
は
複
数
い
る
が
、
葛
・
細
葛
の
帷
子
を
記
録
し
て
い
る

人
物

は
二
人
と
な
る
。
有
節
瑞
保
と
所
叔
顕
陣
と
で
あ
る
。
表
1
か
ら
抽
出
し
て
表

2
に
ま
と
め
た
よ
う
に
、
天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
か
ら
文
禄
三
年
（
一
五
九
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表2　『鹿苑日録』に見える帷子の材質

窯縫譲濠㌶灘難欝灘・ 捲総　1灘撚灘難 記主 年月日 材質

天文6（1537）．4．14 生

灘難灘騨懸騨s　　　　㌔　　　o念　　　　　埠　　　　　　o亘、灘鶴漆瑳爵慾 天文6（1537）．5．4 生絹

曝 天文6（1537）．6．27 布

撒　蹴，灘離蒸灘灘蝋 灘　灘灘s㌶灘騰 天文8（1539）．閏6．24 ス・シ

慶長19（1614）．7．13 高口
梅叔法森

天文8（1539）．717 越後

天文9（1540）．7．12 布

難齢離鋼麟灘難慈源羅難灘．ξ羅 天文10（1541＞．5・29 高宮細美

元和2（1616）．7．13 曝 天文13（1544）．8．23 布

元和3（1617）．59 細美 酒

元和3（1617）．7．2 曝 鞭鞭潔輯難輯難 灘縣織藷麟難灘
元和4（1618）．5．4 細美 天正19（1591）．6．20 越後

元和4（1618）．7．10 曝 ，　灘　灘鑛縫鱗顯難総膓灘・ 乏　㌶灘懸難灘灘
天正19（1591）．7．17 越後灘難鞭舞覇醒購曝　　　　ミ守　　　　　　⑨　　　　　o藝蕊灘灘糠翻繊， 天正19（1591）．8．1 越後

元和4（1618）．7．13 曝 布・晒

元和4（1618）．8．8 曝 羅1撚壷離羅 災・忽灘灘灘鰯
元和5（1619）．6．10 綾（単物） 文禄1（1592）．3．8 酒・布

所叔顕陣
曝 文禄1（1592）．3．18 越布

元和5（1619）．6．18
細美 布

滋細美 有節瑞保 灘灘灘覇難難 鞭㌶難灘灘元和5（1619）．7．13
曝 §蕪　　馨難議謙欝灘覧騰裟巨懸

ぷ

　　　　　“講驚態灘難
細美 文禄1（1592）．5．23　　　　　　越後

元和5（1619）．7．14
曝 文禄1（1592）．6．7　　　　　　　ス・シ
曝 蕊懲㌶欝総

元和5（1619）．7．22
細美 藩輯鰻騨灘鞘聾欝布

元和6（1620）．4．8 曝 文禄1（1592）．624 酒

元和6（1620）．6，19 細美 文禄2（1593）．8．1 布

元和6（1620）．6．25 曝 越後

元和6（1620）．7．13 曝

灘灘購難輯購l　　　　w

・　難㌶藻難灘灘
元和7（1621）．7．6 曝 膓　“遥謙灘灘冶難㌶ 癬難灘灘該難
元和8（1622）．6．28 曝 文禄3（1594）8．9 越後

曝 生絹
元和9（1623）5．9

細美
慶長2（1597）．429 晒

元和9（1623）．7．10 細美 生絹

元和9（1623）．7．13 細美
慶長2（1597）．5．2

布

生絹
慶長2（1597）．53 布

生絹
西笑承見 慶長2（1597）．5．4

晒布

サラシ
慶長2（1597）5．5

高宮

生絹
慶長2（1597）．5．22

宇治晒

生絹
慶長2（1597）．5．28

晒

慶長4（1599）．521 サイミ

布
慶長5（1600）．5．13

細味

慶長5（1600）．624 細味

慶長6（1601）．52 曝

慶長6（1601）．5．4 細味
絹

1
難
場
　
　
　
元
　
衣
　
　
　
一
　
て
　
傾
　
き
　
　
　
で
　
陣
八
太
　
　
　
和
　
也
　
　
　
六
　
い
　
向
　
る
　
　
　
き
　
の
　
年
兵
　
　
　
四
　
　
　
　
　
一
　
る
　
が
　
゜
　
　
な
　
筆
＿
衛
　
　
　
年
　
　
　
　
　
六
　
゜
看
　
た
　
　
　
い
　
に
　
一
恵
　
　
　
＿
　
　
　
　
）
彼
取
　
だ
　
　
　
゜
か
六
葛
　
　
　
一
　
　
　
　
五
　
の
　
さ
　
し
　
　
細
　
か
一
杢
　
杢
　
昌
§
錨
　
萎
る
；

慶長7（1602）．4．29
常

慶長7（1602）．5．5 細味
慶長7（1602）．5．17 生絹

生絹
鶴峯宗松

慶長7（1602）．5．24 ‖暴

細味
慶長7（1602）．6．22 生

慶長7（1602）．7．3 細味
慶長7（1602）．7．16 細味

細味
慶長7（1602）．8．5

晒

慶長7（1602）810 細味
慶長8（1603）．8．15 細味

細味
慶長10（1605）．3．20

サラシ
o o
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と
あ
っ
て
、
帷
子
と
並
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
拠
る
。
「
葛
衣
」
で
そ
れ
が
帷
子
で

あ
る
こ
と
を
含
意
し
、
更
に
細
美
で
製
し
た
帷
子
の
こ
と
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
の

で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
「
葛
衣
」
1
1
「
細
美
の
帷
子
」
と
な
る
。
「
葛
衣
」

が
見

え
る
最
後
の
記
事
は
元
和
四
年
七
月
一
三
日
条
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
見
え

る
細
美
で
製
し
た
帷
子
の
記
事
は
、
元
和
三
年
五
月
九
日
条
と
元
和
四
年
五
月
四
日

条
と
に
な
る
。
両
条
で
は
、
と
も
に
「
細
美
帷
子
」
と
記
し
て
あ
る
。
こ
の
表
記
態

度
は
矛
盾
を
き
た
す
も
の
で
は
な
い
。
初
期
に
限
っ
て
「
葛
衣
」
と
表
記
し
、

「
葛
」
と
い
う
語
を
使
っ
て
い
た
の
は
、
所
叔
顕
陣
が
有
節
瑞
保
の
法
を
つ
い
で

　
（
6
0
）

お
り
、
有
節
に
極
め
て
近
し
い
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

【ノ
】
た
ふ

　

た
ふ
は
漢
字
表
記
す
れ
ば
太
布
と
な
る
。
そ
れ
は
、
文
明
本
『
節
用
集
』
（
文
明

六

年
〈
一
四
七
四
〉
頃
成
立
）
を
始
め
と
す
る
古
辞
書
の
読
み
仮
名
か
ら
確
認
で
き

る
。
『
日
葡
辞
書
』
（
＝
ハ
〇
三
年
成
立
、
翌
年
増
補
）
で
「
タ
フ
（
弓
①
巨
゜
）
」
を

弓
巨
9
巨
づ
O
（
太
い
布
）
　
あ
る
木
の
皮
で
作
っ
た
粗
布
で
、
手
を
拭
く
の
に
用

い

ら
れ
る
も
の
」
と
説
明
す
る
よ
う
、
太
布
は
草
木
の
靭
皮
繊
維
で
織
成
し
た
布
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
古
来
よ
り
靭
皮
が
利
用
さ
れ
て
き
た
植
物
に
は
、
楮
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

穀
・
棉
・
藤
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
太
布
は
「
北
條
氏
邦
朱
印
状
（
『
逸
見
文
書
』
）
」
に
、

　
　
一
、
朝
夕
も
又
正
月
も
、
一
騎
合
衆
ハ
、
白
衣
二
而
も
く
る
し
か
ら
す
候
、
冬

　
　
　
　

ハ
か

ミ
こ
・
木
綿
こ
そ
て
可
然
、
夏
ハ
布
か
た
ひ
ら
、
又
ハ
た
ふ
か
た
ひ

　
　
　
　

ら
も
く
る
し
か
ら
す
候
、
惣
別
衣
裳
た
く
ハ
へ
候
而
、
つ
い
入
義
、
無
用

　
　
　
　
　
（
6
2
）

　
　
　
　
候
事
、

と
あ
る
例
の
み
が
拾
い
出
せ
た
が
、
こ
の
条
文
に
見
え
る
衣
服
は
紙
や
木
綿
な
ど
を

材
質
と
し
た
質
素
な
も
の
で
、
衣
服
の
質
素
倹
約
を
旨
と
し
て
い
る
。
太
布
は
下
層

階
級
で
は
衣
料
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。
『
日
葡
辞
書
』
で
手

拭
き
用
と
さ
れ
、
衣
料
向
き
と
は
思
わ
れ
な
い
粗
布
で
あ
る
太
布
も
、
加
工
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

て

は
肌
着
に
な
る
ほ
ど
柔
ら
か
く
で
き
た
。

【
八
】
芭
蕉
布

　
芭
蕉
布
は
糸
芭
蕉
か
ら
採
っ
た
繊
維
で
織
っ
た
布
の
こ
と
で
あ
る
。
『
日
葡
辞

書
』
（
一
六
〇
三
年
成
立
、
翌
年
増
補
）
で
も
「
バ
シ
ョ
ゥ
ヌ
ノ
（
じ
。
輿
o
目
5
9
）
」

を
「
亜
麻
の
布
の
よ
う
な
織
物
。
す
な
わ
ち
、
上
述
の
芭
蕉
か
ら
取
れ
る
あ
る
種
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

硬
い
糸
で
織
っ
た
織
物
」
と
説
明
す
る
。
東
南
ア
ジ
ア
産
品
か
琉
球
産
品
で
あ
っ
た
。

（
二
）
絹
物

　
絹
物
は
生
絹
た
だ
一
種
類
の
み
し
か
見
出
せ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
材
質
は
注
目
す

べ
き
動
向
を
示
し
て
い
る
。

【ヒ
】
生
絹

　
今

日
、
生
絹
は
薄
手
の
精
練
し
て
い
な
い
絹
の
平
織
物
の
こ
と
を
言
う
。
古
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

平
織
物
に
限
ら
ず
、
生
織
の
ま
ま
の
絹
物
を
な
べ
て
そ
う
呼
ん
だ
と
さ
れ
る
。
だ
が
、

遅
く
と
も
一
五
世
紀
後
期
に
は
、
単
独
で
使
用
す
る
語
と
し
て
は
、
特
に
生
織
の
平

織
物
の
こ
と
を
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
享
徳
三
年
（
一
四
五

四
）
に
成
立
し
た
飯
尾
永
祥
の
『
撮
壌
集
』
「
衣
服
部
」
所
載
の
「
織
物
類
・
附
絹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

布
」
で
は
、
「
生
絹
」
は
「
絹
　
生
絹
　
平
絹
　
練
絹
」
と
配
列
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
並
び
か

ら
は
、
生
絹
は
組
織
の
単
純
な
絹
と
一
般
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺

え
よ
う
。
そ
し
て
、
最
も
単
純
な
組
織
は
平
織
と
な
る
。
な
お
、
『
日
葡
辞
書
』
二

六
〇

三
年
成
立
、
翌
年
増
補
）
で
は
「
ス
ズ
シ
（
o
Q
已
N
已
ω
巨
゜
）
」
を
「
ご
わ
ご
わ
し

た
生
糸
で
織
っ
た
織
物
の
一
種
」
と
説
明
す
る
。
こ
れ
は
、
精
練
し
て
い
な
い
が
ゆ

え
シ
ャ
リ
感
を
も
つ
生
地
の
特
徴
を
伝
え
る
記
述
と
言
え
る
。

　
生

絹
の
帷
子
の
文
献
上
の
初
出
は
、
伊
勢
貞
宗
（
一
四
四
四
ー
一
五
〇
九
）
の

『伊
勢
兵
庫
守
貞
宗
記
』
、
も
し
く
は
、
永
正
年
間
（
一
五
〇
四
～
二
〇
）
頃
の
成
立

と
考
え
ら
れ
て
い
る
伊
勢
貞
明
の
『
伊
勢
備
後
守
貞
明
覚
悟
記
』
と
な
る
。

　

た
だ
し
、
一
五
世
紀
の
後
期
に
は
、
“
生
絹
物
”
と
で
も
呼
べ
る
よ
う
な
服
飾
の

一
群
が
あ
り
、
表
裏
と
も
生
絹
で
仕
立
て
た
と
み
ら
れ
る
丸
生
絹
と
、
ひ
と
え
仕
立

と
み
ら
れ
る
一
重
生
絹
と
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
日
野
富
子
（
一
四
四
〇
1
九
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六
）
の
女
房
衆
な
ど
に
関
す
る
著
述
と
さ
れ
る
『
簾
中
旧
記
』
や
、
『
御
供
古
実
』

（伊
勢
貞
藤
著
、
文
明
一
四
年
く
一
四
八

い

る
。
殊
に
、
『
御
供
古
実
』
で
、

　
　
　
、

二

〉
奥
書
）
に
、
こ
れ
ら
の
語
が
見
え
て

と
、
帷
子
の
よ
う
に
と
は
言
い
つ
つ
も
、

意
さ
れ
る
。

　
『
御
供
古
実
』
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
矛
盾
が
あ
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
よ
う
。
裏

を
つ
け
ず
に
帷
子
の
よ
う
に
し
た
生
絹
は
、
「
是
も
人
に
よ
り
候
て
め
し
候
。
ロ
バ
の

人
は

め

し
候
ま
じ
く
候
」
で
は
あ
る
の
に
、
続
け
て
「
但
ひ
と
へ
す
“
し
は
。
唯
の

人

も
め
し
候
事
も
可
有
之
か
」
と
す
る
。
裏
を
つ
け
ず
に
帷
子
の
よ
う
に
し
た
生
絹

と
一
重
生
絹
と
は
別
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
一
重
生
絹
の
方
が
身
分
的
な
規
制

は
緩
や
か
だ
っ
た
か
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。
だ
が
、
別
に
、

　
　
一
、
一
重
す
“
し
の
事
ハ
。
一
段
賞
玩
の
事
二
て
候
。

と
い
う
条
文
も
あ
り
、
一
重
生
絹
は
や
は
り
基
本
的
に
は
た
だ
の
人
は
着
用
で
き
な

か
っ
た
と
み
る
べ
き
記
述
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
裏
を
つ
け
ず
に
帷
子
の
よ
う
に
し
た
生
絹
と
一
重
生
絹
と
は
、
果
た
し
て
別
物
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
同
じ
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
先
に
掲
げ
た
「
か
た
び
ら
の
様
に
」
の
条
文
に
は
「
尋
申
て
候
得
バ
」
と
い
う
文

句
が
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
奥
書
に
、

　
　
此

百
ヶ
条
之
事
。
伊
勢
備
中
入
道
常
喜
号
瑞
笑
軒
。
為
後
代
子
孫
。
殿
中
之
次

　
　
第
以
下
註
詑
。
防
於
不
審
之
儀
て
。
貞
親
二
相
尋
記
録
之
所
也
。
柳
不
可
有
他

　
　
見
候
也
。

と
あ
る
よ
う
に
、
貞
藤
が
兄
の
貞
親
（
一
四
一
七
ー
七
三
）
に
尋
ね
て
記
し
た
条
文

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

す
“
し
に
裏
を
付
ず
し
て
か
た
び
ら
の
様
に
し
て
召
候
事
尋
申
て
候
得
バ
。

是

も
人
に
よ
り
候
て
め
し
候
。
只
の
人
は
め
し
候
ま
じ
く
候
。
但
ひ
と
へ

す
“
し
は
。
唯
の
人
も
め
し
候
事
も
可
有
之
か
。
丸
す
“
し
ハ
可
依
人
体

候
。
一
段
の
賞
玩
之
義
二
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
だ
帷
子
と
は
言
っ
て
い
な
い
こ
と
が
注

　
つ
ま
り
、
貞
親
の
意
見
で
は
、
帷
子
の
よ
う
に
し
た
生
絹
は
た
だ
の
人
は
着
用
不

可
で
あ
り
、
貞
藤
の
意
見
で
は
、
一
重
生
絹
な
ら
ば
た
だ
の
人
で
も
着
用
す
る
こ
と

も
あ
る
、
と
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
別
に
一
重
生
絹
を
コ
段
賞
玩
の
事
」
と
す

る
条
文
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
前
代
の
著
述
を
継
承
し
て
形
成
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ

る
故
実
書
に
備
わ
る
性
格
に
よ
る
も
の
で
、
貞
藤
自
身
の
見
解
の
投
影
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

　
す
る
と
、
『
御
供
古
実
』
の
一
重
生
絹
を
め
ぐ
る
記
述
に
関
し
て
は
、
元
来
は
た

だ

の
人

は
着
用
不
可
と
さ
れ
て
い
た
の
が
、
そ
れ
が
弛
緩
し
て
よ
り
広
い
階
層
が
着

用
す
る
時
代
と
な
り
、
そ
う
し
た
時
代
の
状
況
が
混
乱
を
招
い
て
、
矛
盾
を
き
た
し

て

お
り
、
ま
た
、
本
来
同
じ
仕
立
で
あ
る
も
の
を
別
物
と
し
て
扱
う
こ
と
で
、
そ
の

混
乱
を
解
消
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
『
伊
勢
備
後
守
貞
明

覚
悟
記
』
（
伊
勢
貞
明
著
、
一
六
世
紀
初
頭
成
立
）
に
、

　
　
惣
別
す
・
し
の
か
た
ひ
ら
は
常
式
に
女
は
う
衆
は
。
も
と
は
着
せ
ら
れ
候
は
ぬ

　
　
　
（
6
7
）

　
　
事
候
。

と
あ
る
こ
と
は
、
着
用
階
層
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
時
代
の
状
況
の
反
映
と
み
る
こ
の

推
測
を
助
け
よ
う
。

　
つ

ま
る
と
こ
ろ
、
一
五
世
紀
末
期
が
、
帷
子
の
よ
う
に
し
た
生
絹
な
い
し
一
重
生

絹
が
一
般
化
し
始
め
た
時
期
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
“
生
絹

物
”
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
帷
子
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
へ
と
移
行
し
て
い
く
時
期
で

あ
っ
た
と
見
倣
さ
れ
る
。
生
絹
は
、
や
が
て
一
六
世
紀
末
期
と
も
な
る
と
、
帷
子
の

材
質
と
し
て
布
類
と
並
び
立
つ
ま
で
に
広
く
普
及
を
見
せ
て
い
る
。

（一

一
一）
傾
向

　
一
六
世
紀
に
入
る
と
、
麻
布
の
種
類
も
他
の
植
物
繊
維
の
例
も
増
え
、
布
類
の
種

類
が
豊
富
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
生
絹
と
い
う
絹
物
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
一
六
世
紀
の
末
期
と
も
な
る
と
、
生
絹
は
広
範
に
普
及
を
見
せ
、
布
類

と
等
し
い
ま
で
の
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
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③
一
七
世
紀
初
期
（
元
和
年
間
ま
で
）
の
状
況

　
一
七
世
紀
初
期
に
於
い
て
は
、
布
（
ぬ
の
）
・
あ
さ
・
真
・
常
・
越
後
布
（
越

布
）
・
高
宮
（
た
か
み
や
・
た
か
ミ
や
）
・
細
美
（
細
味
・
さ
い
み
・
サ
イ
ミ
・
サ

イ
ミ
布
）
・
細
糸
・
晒
（
曝
・
酒
・
さ
ら
し
・
サ
ラ
シ
）
・
小
倉
晒
・
な
ら
さ
ら

し
・
せ
す
り
・
縮
（
ち
ぢ
ミ
・
チ
ヂ
ミ
）
・
こ
わ
り
ち
ぢ
み
・
唐
布
・
木
綿
・
葛
・

芭
蕉
布
（
は
せ
を
ふ
・
蕉
布
）
・
絹
・
生
絹
（
生
衣
・
生
・
す
ず
し
・
ス
ズ
シ
）
・

綾

（あ
や
）
・
あ
か
き
の
あ
や
・
か
わ
の
あ
や
・
か
め
や
・
紋
紗
・
お
り
す
ち
・

段
・
厚
絹
・
北
絹
・
唐
嶋
（
か
ら
嶋
・
か
ら
し
ま
）
が
拾
い
出
せ
た
。

　
（
一
）
布
類

　
布
類
に
つ
い
て
は
、
一
六
世
紀
後
期
の
状
況
と
さ
し
て
大
き
な
相
違
は
認
め
ら
れ

な
い
。
右
に
挙
げ
た
う
ち
、
布
か
ら
唐
布
ま
で
が
布
類
と
考
え
ら
れ
、
新
た
に
加

わ

っ

た
種
類
名
称
は
、
常
・
細
糸
・
小
倉
晒
・
な
ら
さ
ら
し
・
縮
・
こ
わ
り
ち
ぢ
み

と
な
る
。
だ
が
、
「
常
」
は
種
類
名
称
と
い
う
よ
り
「
常
の
帷
子
」
す
な
わ
ち
標
準

的
な
帷
子
を
意
味
し
、
麻
布
の
帷
子
を
言
っ
て
い
る
と
見
倣
せ
よ
う
。
「
細
糸
」
は

『舜
旧
記
』
に
見
出
せ
た
も
の
だ
が
、
前
章
で
【
ツ
】
と
し
て
検
討
を
加
え
た
細
布

の

場
合
と
同
様
に
、
細
美
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
得
る
。
こ
れ
ら
を
除
い
た
四
つ
が
、

実
質
上
、
新
た
な
種
類
と
な
る
。

ヲ
】
小
倉
晒

　
小
倉
晒

は
地
名
を
冠
し
た
晒
と
考
え
ら
れ
る
。
小
倉
は
江
戸
時
代
に
木
綿
織
物
の

小
倉
織
を
産
し
た
豊
前
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
か
。
豊
前
小
倉
に
お
け
る
晒
産
業
に
つ
い

て

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
（
寺
島
良
安
著
、
正
徳
二

年
〈
一
七
一
二
〉
自
序
）
第
二
七
巻
の
「
曝
布
」
で
は
、
「
豊
州
」
が
産
地
の
ひ
と

つ

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
豊
前
小
倉
で
晒
が
生
産
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
皆
無

で
は
な
い
。

【
へ
】
な
ら
さ
ら
し

　
な
ら
さ
ら
し
は
漢
字
表
記
す
れ
ば
奈
良
晒
と
な
ろ
う
。
奈
良
名
産
の
晒
の
こ
と
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

慶
長
・
元
和
期
の
間
に
産
業
と
し
て
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

【ホ
】
縮

　
縮
は
、
今
日
で
は
、
緯
糸
に
強
撚
糸
を
用
い
て
嫉
を
立
て
た
織
物
を
言
い
、
各
地

で

名
産
品
と
な
っ
て
い
る
縮
の
ほ
と
ん
ど
が
麻
縮
を
始
め
と
す
る
布
類
で
あ
る
。

『日
葡
辞
書
』
（
一
六
〇
三
年
成
立
、
翌
年
増
補
）
で
は
「
チ
ヂ
ミ
（
○
巨
゜
。
巴
巨
゜
）
」
を

「
あ
る
種
の
銀
。
ま
た
、
あ
る
織
物
」
と
説
明
す
る
の
み
で
、
こ
の
記
述
か
ら
は
材

質
の
詳
細
ま
で
は
掴
め
な
い
。
だ
が
、
少
し
時
代
は
降
る
が
、
『
毛
吹
草
』
（
松
江
重

頼

著
、
寛
永
一
五
年
〈
一
六
三
八
〉
自
序
）
第
四
巻
で
「
大
和
」
の
名
物
と
し
て

「奈
良
　
細
美
　
濠
　
平
布
　
縮
　
嶋
布
　
畦
布
　
衣
地
　
蚊
帳
地
」
と
布
類
の
並

び

に
「
縮
」
が
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
普
通
は
麻
布
で
あ
っ
た
と
見
て

良
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
「
縮
」
と
い
う
字
が
示
す
が
如
く
、
今
日
の
縮
と
同
様
、
級

が
立
っ
た
資
質
を
備
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

【
マ
】
こ
わ
り
ち
ぢ
み

　

こ
わ
り
ち
ぢ
み
は
縮
の
一
種
で
あ
ろ
う
。
「
こ
わ
り
」
に
つ
い
て
は
詳
細
が
不
明

で
あ
る
が
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
（
寺
島
良
安
著
、
正
徳
二
年
〈
一
七
一
二
〉
自
序
）

第
二
七
巻
の
「
幣
布
」
で

　
　
越
前
府
中
、
同
福
居
為
上
。
江
州
高
宮
小
割
次
之
。
豫
州
・
防
州
・
豊
後
又
次

　
　
之
。

と
出
て
く
る
「
小
割
」
と
同
じ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
、
江
州
の
一
地
域
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
地
名
を
冠
し
た
呼
称
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
二
）
絹
物

　
絹
物
は
生
絹
と
紋
紗
を
除
き
、
み
な
新
た
に
加
わ
っ
た
種
類
名
称
と
な
る
。

【ミ
】
綾

　
綾
は
今
日
そ
う
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
斜
紋
組
織
の
絹
織
物
と
大
差
な
か
ろ
う
。
「
高
野
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山
天
野
舞
童
装
束
注
文
」
（
文
安
六
年
〈
一
四
四
九
〉
）
に
は
「
綾
」
と
記
さ
れ
た

「
斑
尾

（半
腎
）
」
の
注
文
が
載
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
る
半
腎
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

カ
ネ
ボ
ウ
株
式
会
社
の
所
蔵
と
な
っ
て
伝
存
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
斜
紋
組
織
の
絹

織
物
、
ま
さ
に
今
日
綾
と
呼
ん
で
い
る
生
地
で
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

『日
葡
辞
書
』
（
一
六
〇
三
年
成
立
、
翌
年
増
補
）
で
は
「
ア
ヤ
（
〉
鰐
゜
）
」
を
「
非

常

に
柔
ら
か
で
手
ざ
わ
り
の
よ
い
、
日
本
の
布
の
一
種
。
ま
た
、
絹
織
物
な
ど
に
つ

い
て

い

る
木
の
葉
や
花
な
ど
の
織
模
様
。
（
以
下
略
）
」
と
説
明
す
る
。
特
徴
を
鋭
く

捉
え
た
記
述
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
今
日
的
な
理
解
の
綾
に
備
わ
る
資
質
と
齪
齢

を
き
た
す
こ
と
は
な
い
。

【ム
】
あ
か
き
の
あ
や

【メ
】
か
わ
の
あ
や

　

あ
か
き
の
あ
や
と
か
わ
の
あ
や
と
は
詳
細
が
不
明
で
あ
る
。
綾
の
一
種
で
あ
ろ
う

が
、
「
あ
か
き
」
と
「
か
わ
」
と
が
そ
れ
ぞ
れ
何
を
意
味
す
る
の
か
判
ら
な
い
。

【
モ
】
か
め
や

　
か
め

や

は
漢
字
表
記
す
れ
ば
亀
屋
も
し
く
は
亀
綾
と
な
ろ
う
。
「
亀
屋
」
と
い
う

表
記
は
、
『
本
光
国
師
日
記
』
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
七
月
九
日
条
に
出
て
く
る
。

そ
し
て
、
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
序
の
三
宅
也
来
の
『
万
金
産
業
袋
』
で
は

「亀
綾
」
を
、

　
　
幅
九
寸
五
分
、
丈
六
丈
弐
尺
四
尺
位
。
煉
の
上
糸
に
て
織
た
る
白
羽
二
重
な
り
。

　
　
至
極
地
光
り
有
て
染
つ
や
宜
し
。
島
有
り
。
も
や
う
品
々
。
紅
、
紫
、
も
へ
ぎ

　
　
い

と
な
ど
入
て
、
多
く
は
女
も
や
う
に
織
る
。
地
光
艶
か
な
る
事
尤
上
品
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

　
　
全
体
だ

て

も
や
う
の
み
多
し
。

と
説
明
す
る
。
時
代
が
大
き
く
隔
た
る
た
め
、
こ
の
特
徴
を
そ
の
ま
ま
敷
術
す
る
こ

と
は
慎
ま
れ
る
が
、
絹
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
『
梅
津
政
景

日
記
』
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
九
月
三
〇
日
条
に
、

　
　
一
、
絹
布
為
御
用
與
鈴
木
三
右
衛
門
・
寺
崎
助
ノ
丞
京
都
へ
為
上
申
候
、
明
朝

　
　
　
　
罷
立
候
へ
與
申
渡
し
、
京
・
敦
賀
へ
之
書
状
渡
申
候
、
御
買
物
書
立
、
か

　
　
　
　
め

や

嶋
百
端
・
段
之
物
五
十
端
・
練
ノ
く
・
し
文
所
五
十
端
・
か
め
坊
主

　
　
　
　

む
き
式
十
端
・
さ
や
の
そ
め
坊
主
む
き
戴
十
端
・
白
は
ふ
た
い
戴
十
疋
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

　
　
　
　
う
ら
は
ふ
た
い
百
五
十
疋
、

と
あ
っ
て
、
「
か
め
や
嶋
」
す
な
わ
ち
縞
模
様
の
亀
屋
が
絹
布
に
数
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
そ
う
判
断
で
き
よ
う
。

【ヤ
】
お
り
す
し

　

お
り
す
し
は
漢
字
表
記
す
れ
ば
織
筋
と
な
る
。
こ
の
表
記
は
、
『
親
元
日
記
』
寛

正
六
年
（
一
四
六
五
）
三
月
一
五
日
条
や
『
舜
旧
記
』
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
九

月
七
日
条
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
日
葡
辞
書
』
（
一
六
〇
三
年
成
立
、
翌
年

増
補
）
で
「
オ
リ
ス
ヂ
（
＜
o
巨
ω
編
こ
」
を
「
織
目
に
或
る
筋
の
入
っ
て
い
る
絹
の

着
物
」
と
説
明
す
る
よ
う
に
、
筋
を
織
り
出
し
た
縞
模
様
の
絹
物
で
あ
る
。

【
ユ
】
段

　
段

は
い
ず
れ
の
例
も
『
梅
津
政
景
日
記
』
か
ら
拾
い
出
せ
た
も
の
と
な
る
。
先
の

【
モ
】
か
め
や
の
検
討
で
掲
げ
た
絹
布
を
書
き
上
げ
た
条
文
中
に
「
段
之
物
」
と
あ

る
よ
う
に
、
政
景
の
言
う
「
段
」
は
絹
物
で
あ
っ
た
と
見
倣
さ
れ
る
。
「
段
」
と
い

う
か
ら
に
は
、
太
い
横
縞
模
様
の
絹
物
で
あ
ろ
う
。

【
ヨ
】
厚
絹

　
厚
絹
は
そ
の
名
の
如
く
厚
い
地
質
の
絹
と
見
ら
れ
る
が
、
具
体
的
な
様
子
に
つ
い

て

は
判
ら
な
い
。

【
ワ
】
北
絹

　
北
絹
は
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
、
黄
繭
種
か
ら
と
っ
た
黄
糸
で
製
し
た
絹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

織
物
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
「
高
野
山
天
野
舞
童
装
束
注
文
」
（
文
安
六
年

〈
一
四
四
九
〉
）
に
は
「
黄
北
絹
」
と
た
だ
の
「
北
絹
」
と
が
見
え
て
お
り
、
必
ず

し
も
黄
色
に
は
限
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
日
葡
辞
書
』
二

六
〇

三
年
成
立
、
翌
年
増
補
）
で
は
「
ホ
ッ
ケ
ン
（
呵
o
。
ρ
窪
゜
）
」
を
「
シ
ナ
産
の
薄

い
織
物
の
一
種
」
と
説
明
し
て
お
り
、
特
に
黄
色
で
あ
る
と
は
断
っ
て
い
な
い
。
地

質
が
薄
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
織
の
組
織
は
平
組
織
で
あ
ろ
う
か
。
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（
四
）
傾
向

　
布
類
に
つ
い
て
は
一
六
世
紀
末
期
の
状
況
と
大
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。
注
目
さ
れ

る
の
は
、
綾
な
ど
の
絹
物
や
、
材
質
は
不
明
で
あ
る
が
、
唐
嶋
と
い
っ
た
生
地
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
慶
長
期
の
半
ば
頃
か
ら
登
場
し
始
め
、
帷
子
の
内
で
も
「
単
物

（単
）
」
と
し
て
細
分
さ
れ
て
記
録
に
出
て
く
る
。
例
え
ば
、
『
舜
旧
記
』
慶
長
一
三

年
（
］
六
〇
八
）
八
月
一
九
日
で
は
、

　
　
本
多
佐
渡
守
虚
へ
罷
出
、
予
進
物
三
重
箱
〈
マ
キ
絵
ア
リ
〉
、
二
位
ヨ
リ
帷
ニ

　
　
ツ
、
〈
綾
ヒ
ト
へ
物
、
青
・
黄
帷
〉
、
辰
刻
将
軍
へ
罷
出
、
佐
渡
守
ヲ
以
テ
御

　
　
目
見
得
申
入
也
、

と
あ
り
、
『
鹿
苑
日
録
』
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
六
月
一
〇
日
条
で
は
、

　
　
午
刻
道
山
法
印
来
駕
。
携
子
息
藤
蔵
。
道
山
恵
明
寺
干
飯
二
十
袋
・
昆
布
十

　
　
束
・
南
都
大
樽
一
双
。
藤
蔵
恵
帷
子
参
之
内
綾
単
物
一
・
銀
子
三
枚
。
設
展
待

　
　
而
留
之
。

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
表
3
は
江
戸
時
代
初
期
ま
で
の
文
献
に
見
え
る
単
物
の
記
述
を
集
め
た
も
の
で
あ

る
。
単
物
と
は
、
『
日
葡
辞
書
』
（
一
六
〇
三
年
成
立
、
翌
年
増
補
）
で
「
ヒ
ト
エ

（呵
ぎ
司
o
）
」
を
「
一
重
の
物
（
袷
で
な
い
物
）
」
と
説
明
す
る
よ
う
、
裏
を
付
け
ず

に

ひ

と
え
で
仕
立
て
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
材
質
に
は
、
綾
・
亀
屋
・
亀
屋
嶋
・

【ヲ
】
唐
嶋

　
布
類
か
絹
物
か
不
明
な
も
の
に
唐
嶋
が
あ
る
。
名
称
か
ら
す
れ
ば
、
渡
来
の
縞
織

物
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
は
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

渡
来
の
縞
織
物
と
し
て
想
起
さ
れ
る
も
の
に
唐
桟
が
あ
る
。
も
し
、
唐
桟
と
同
じ
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
木
綿
の
縞
織
物
の
こ
と
と
な
ろ
う
。
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
単

物
の
材
質
の
傾
向
か
ら
す
れ
ば
、
木
綿
で
あ
る
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
。

（
三
）
区
別
不
明

表3　文献に見える単物一覧

記述のあり方
材質年月日 史料名 公刊 単独 帷子と別 帷子の内

慶長3（1598）．5．23 言経卿記 『大日本古記録』 ○ ネリに出す＝絹

慶長4（1599）．8．20 言経卿記 『大日本古記録』 ○

慶長6（1601）．6．10 北野社家日記 『史料纂劇 ○

慶長6（1601）．6．16 北野社家日記 『史料纂集』 ○

慶長7（1602）．5．1 三貌院記 『史料纂集』 ○

慶長7（1602）．5．5 三貌院記 『史料纂集』 ○

慶長8（1603）．6．12 義演准后日記 『史料纂集』 ○

慶長8（1603）．6．23 言経卿記 『大日本古記録』 ○

慶長8（1603）．7．14 言経卿記 『大日本古記録』 ○

慶長8（1603）．8．1 義演准后日記 『史料纂集』 ○

慶長8（1603）．8．17 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○ 綾

慶長9（1604）．5．16 義演准后日記 『史料纂集』 ○ 綾

慶長9（1604）．5．16 義演准后日記 『史料纂集』 ○

慶長9（1604）．6．4 義演准后日記 『史料纂集』 ○ 綾

慶長9（1604）．7．1 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長9（1604）．8．2 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長9（1604）．8．20 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長10（1605）．5．14 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長10（1605）．5．19 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長10（1605）．6．8 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長10〈1605）．8．1 言経卿記 『大日本古記録』 ○？

慶長11（1606）．7．5 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長11（1606）．7．6 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長12（1607）．7．19 北野社家日記 『史料纂集』 ○

慶長13（1608）．6．18 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長13（1608）．7、1 舜旧記 『史料纂集』 ○ 綾

慶長13（1608）．7’13 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長13（1608）．8，19 舜旧記 『史料纂集』 ○ 綾
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慶長15（1610）．5．24 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

慶長15（1610）．7．3 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長15（1610）．7．6 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長16（1611）．5．4 島津家文書864 『大日本古文書』 ○

慶長17（1612）以前．5．1 中川家文書127 『中川家文割 ○

慶長17（1612）以前．5．2 中川家文書129 『中川家文書』 ○

慶長17（1612）以前．5．3 中川家文書130 『中川家文書』 ○

慶長17（1612）以前．5．3 中川家文書131 『中川家文書』 ○

慶長17（1612）以前．5．3 中川家文書132 『中川家文劃 ○

慶長17（1612）．6．3 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長17（1612）．7．8 舜旧記 『史料纂剣 ○

慶長17（1612）．7．9 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長17（1612）．8．5 舜旧記 『史料纂劇 ○ 綾

慶長18（1613）．4、9 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

慶長18（1613）．4．20 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

慶長18（1613）．427 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

慶長18（1613）．5．1 中川家文書135 『中川家文劃 ○

慶長18（1613）．5．3 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

慶長18（1613）．5．4 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

慶長18（1613）、5，8 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長18（1613）．5．9 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長18（1613）．5．13 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長18（1613）．5，14 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長18（1613＞．5．16 本光国師日記 『本光国師日記』 ○ あや

慶長18（1613）．6．16 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長18（1613）．6，16 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○ 綾

慶長18（1613）．6，25 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長18（1613）．6．27 言緒卿記 『大日本古記録』 ○

慶長18（1613）．7．1 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長18（1613）．7、8 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長18（1613）、7．12 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

慶長18（1613）．7．13 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

慶長18（1613）．7．14 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

慶長18（1613）．8．8 梅津政景日記 『大日本古記録』 ○ 木綿

慶長19（1614＞．4．20 慈性日記 『史料纂集』 ○ あヤ

慶長19（1614）以前．5．1 中川家文書139 『中川家文書』 ○

慶長19（1614）．5．20 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○

慶長19（1614）．6．19 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○

慶長19（1614）．6．22 慈性日記 r史料纂劇 ○ あや

慶長19（1614）．7．17 慈性日記 『史料纂集』 ○

慶長19（1614）．8．17 舜旧記 『史料纂集』 ○

慶長19（1614）．8．18 舜旧記 『史料纂劇 ○

元和1（1615）．4．22 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

元和1（1615）．5．4 本光国師日記 『本光国師日記』 ○ 綾

元和1（1615）以前．5．5 中川家文書142 『中川家文書』 ○

元和1（1615）．5、14 舜旧記 『史料纂集』 ○

元和1（1615）．5．15 舜旧記 『史料纂集』 ○ ○

元和1（1615）．5．19 舜旧記 『史料纂集』 ○ 綾

元和1（1615）．5．19 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

元和1（1615）．5．21 舜旧記 『史料纂集」 ○ 綾、唐嶋

元和1（1615）．6．6 泰重卿記 『史料纂集』 ○

元和1（1615）．6．14 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

元和1（1615）．6．22 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

元和1（1615）．’6．29 舜旧記 『史料纂集』 ○ 綾、唐嶋

元和1（1615）．閏6．2 舜旧記 『史料纂劇 ○ カラ嶋

元和1（1615）．閏6．3 言緒卿記 『大日本古記録』 ○

元和1（1615）．閏6．18 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

元和1（1615）．閏6．19 泰重卿記 『史料纂集』 ○

元和1（1615）．閏6．21 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○

元和1（1615）．閏6．25 泰重卿記 『史料纂集』 ○

○
元和1（1615）．7．5 舜旧記 『史料纂集』

○ カラ嶋

元和1（1615）．7．7 言緒卿記 『大日本古記録』 ○

元和1（1615）．7．7 泰重卿記 『史料纂集』 ○

元和1（1615＞．7、9 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○

元和1（1615）．7．10 言緒卿記 『大日本古記録』 ○

元和1（1615）．7、10 泰重卿記 『史料纂集』 ○

元和1（1615）．7．18 舜旧記 『史料纂劇 ○ 綾
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元和1（1615），7．21 舜旧記 使料纂集』 ○

元和1（1615）．7．23 言緒卿記 『大日本古記録』 ○

元和1（1615）．7．29 舜旧記 『史料纂集』 ○

元和2（1616）．3．25 舜旧記 『史料纂集』 ○

元和2（1616）．4．25 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

○ 唐嶋
元和2（1616）．5．2 舜旧記 『史料纂集』

○ 綾

元和2（1616）．5．3 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

元和2（1616）．5．4 言緒卿記 『大日本古記録』 ○ 綾

元和2（1616）．5．17 梅津政景日記 『大日本古記録』 ○ から嶋、あや

元和2（1616）．6．13 舜旧記 映料纂集』 ○

元和2（1616）．6．20 舜旧記 『史料纂集』 ○

元和2（1616）．6．21 舜旧記 『史料纂集』 ○

元和2（1616）．6．26 舜旧記 『史料纂集』 ○

元和2（1616）．7．4 舜旧記 『史料纂集』 ○

元和2（1616）、7．9 舜旧記 『史料纂集』 ○ 綾

元和2（1616）．8．26 舜旧記 『史料纂集』 ○

元和3（1617）．3．23 泰重卿記 『史料纂集』 ○

元和3（1617）．5．2 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

元和3（1617）．5．5 慈性日記 『史料纂集』 ○ あや、からしま

○
元和3（1617）．6．26 慈性日記 『史料纂集』

○

元和3（1617）．7．2 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○ 綾

元和3（1617）．7．4 本光国師日記 『本光国師日記』 ○ はふたへ

元和3（1617）．7．6 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

元和3（1617）．7．8 慈性日記 『史料纂集』 ○

元和3（1617）．7．9 本光国師日記 『本光国師日記』 ○ 亀屋嶋

元和3（1617）．7．10 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

元和3（1617）．7．13 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○

元和3（1617）．7．27 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

元和3（1617＞．7．28 泰重卿記 『史料纂集』 ○

元和3（1617）．8．4 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

元和3（1617）．8．6 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

元和3（1617）．8．7 慈性日記 『史料纂劇 ○

元和3（1617）．8．10 慈性日記 『史料纂集』 ○

元和3（1617）．8．11 慈性日記 『史料纂集』 ○

元和3（1617）．8．14 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

元和3（1617）．8．14 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○

元和3（1617）．8．15 慈性日記 『史料纂集』 ○

元和3（1617）．8．24 慈性日記 『史料纂集』 ○

元和4（1618）．閏3．13 舜旧記 『史料纂集』 ○ カラシマ

元和4（1618）．4．22 慈性日記 『史料纂集』 ○

元和4（1618）．4．24 舜旧記 『史料纂集』 ○

元和4（1618）？．5．2 島津家文書900 『大日本古文書』 ○

元和4（1618）．5．3 泰重卿記 『史料纂集』 ○

元和4（1618）．5．4 本光国師日記 『本光国師日記』 ○ しゆちん

元和4（1618）．5，13 舜旧記 『史料纂集』 ○

元和4（1618）．8．4 言緒卿記 『大日本古記録』 ○

元和4（1618）．8．8 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○

元和4（1618）．9．7 泰重卿記 『史料纂集』 ○ 綿

元和5（1619）．5．7 梅津政景日記 『大日本古記§剥 ○

元和5（1619）．5．12 梅津政景日記 『大日本古記録』 ○

元和5（1619）．5．25 梅津政景日記 『大日本古記録』 ○ かめや、段ノ物

元和5（1619）．5．29 本光国師日記 『本光国師日記』 ○ はふたへ、あや、ねもし

元和5（1619）．6．4 梅津政景日記 『大日本古記録』 ○

元和5（1619）．6．6 言緒卿記 『大日本古記録』 ○

元和5（1619）．6．10 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○ 綾

元和5（1619）．6．12 言緒卿記 『大日本古記録』 ○ からしま

元和5（1619）．6．12 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

元和5（1619）．6．14 泰重卿記 『史料纂集』 ○

元和5（1619）．6．15 言緒卿記 『大日本古記録』 ○

元和5（1619）．6．21 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○

元和5（1619）．6．28 言緒卿記 『大日本古記録』 ○

元和5（1619）．6．30 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

元和5（1619）．7．8 舜旧記 『史料纂集』 ○ 唐嶋

元和5（1619）．7．12 言緒卿記 『大日本古記録』 ○

元和5（1619）．7．14 言緒卿記 『大日本古記録』 ○

元和5（1619）．7．16 言緒卿記 『大日本古記録』 ○
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元和5（1619）．7．19 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○
元和5（1619）．7．22 梅津政景日記 『大日本古記録』 ○

元和5（1619）．7．26 梅津政景日記 『大日本古記鍋 ○
元和5（1619）．7．26 言緒卿記 『大日本古記録』 ○ あや、からしま
元和5（1619）．7．26 泰重卿記 『史料纂集』 ○

元和5（1619）．7．27 言緒卿記 『大日本古記録』 ○

元和5（1619）．7．27 舜旧記 『史料纂集』 ○

元和5（1619）．7．27 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○

元和5（1619）．8．4 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

元和5（1619）．8．7 泰重卿記 『史料纂集』 ○
元和5（1619）．8．27 舜旧記 『史料纂集』 ○

元和5（1619）．9．1 舜旧記 『史料纂集』 ○

元和6（1620）．4．23 本光国師日記 『本光国師日記』 ○
元和6（1620）．4．29 泰重卿記 『史料纂集』 ○

元和6（1620）．5．1 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

元和6（1620）．5．2 舜旧記 『史料纂集』 ○ 綾

元和6（1620）．5．3 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○ 綾

元和6（1620）．5．7 梅津政景日記 『大日本古記録』 ○

元和6（1620）．5．15 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

元和6（1620）．6．5 梅津政景日記 『大日本古記録』 ○ かめや、段
元和6（1620）．6．5 梅津政景日記 『大日本古記録』 ○ かめや、段、あや
元和6（1620）．6．8 梅津政景日記 『大日本古記録』 ○

元和6（1620）．6．10 梅津政景日記 『大日本古記録』 ○

元和6（1620）．6．20 泰重卿記 『史料纂集』
○

○

元和6（1620）．6．21 泰重卿記 『史料纂集』 ○
元和6（1620）．6．22 本光国師日記 『本光国師日記』 ○
元和6（1620）．6．24 泰重卿記 『史料纂集』 ○
元和6（1620）．6．25 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○
元和6（1620）．6．27 舜旧記 『史料纂集』 ○

元和6（1620）．8．29 泰重卿記 『史料纂集』 ○

元和7（1621）．5．2 泰重卿記 『史料纂集』 ○
元和7（1621）．5．15 泰重卿記 『史料纂集』 ○
元和7（1621）．5．20 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○

元和7（1621）．7．6 泰重卿記 『史料纂集』 ○ さや

元和7（1621）．7．6 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○ 綾

元和7（1621）．7．17 泰重卿記 『史料纂集』 ○
元和7（1621）．8．12 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

元和7（1621）．9．2 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○

元和8（1622）．5．2 梅津政景日記 『大日本古記録』 ○

元和8（1622）．5．2 島津家文書905 『大日本古文書』 ○
元和8（1622）．5．7 梅津政景日記 『大日本古記録』 ○
元和8（1622）．5．13 梅津政景日記 『大日本古記鍋 ○
元和8（1622）．5．19 梅津政景日記 『大日本古記録』 ○
元和8（1622）．6．28 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○ 綾
元和8（1622）．6．29 梅津政景日記 『大日本古記録』 ○
元和9（1623）．5．22 本光国師日記 『本光国師日記』 ○

元和9（1623）．6．3 泰重卿記 『史料纂集』 ○

元和9（1623）．6．15 泰重卿記 『史料纂集』 ○

元和9（1622）．6．19 舜旧記 『史料纂集』 ○

元和9（1623）．6．19 泰重卿記 『史料纂集』 ○
元和9（1623）．6．22 泰重卿記 『史料纂集』 ○

元和9（1623）．6．28 泰重卿記 『史料纂集』 ○
元和9（1623）．6．28 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○
元和9（1623）．7．3 泰重卿記 『史料纂集』 ○

元和9（1623）．7．3 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○

元和9（1623）．7．9 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○
元和9（1623）．7．11 泰重卿記 『史料纂集』 ○

元和9（1623）．7．26 泰重卿記 『史料纂集』 ○

元和9（1622）．8．4 舜旧記 『史料纂集』 ○

元和9（1623）．8．4 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○
元和9（1623）．8．13 慈性日記 『史料纂集』 ○
元和9（1623）．8．26 慈性日記 『史料纂集』 ○

元和9（1623）．閏8．7 慈性日記 『史料纂集』 ○

元和9（1623）．閏8．23 鹿苑日録 『鹿苑日録』 ○
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）

紗
綾
・
嬬
珍
・
段
・
練
緯
・
羽
二
重
と
い
っ
た
絹
物
や
、
唐
嶋
・
木
綿
が
見
ら
れ
る
。

単
物
は
一
六
世
紀
後
期
に
明
瞭
に
確
立
を
み
せ
て
い
る
が
、
当
初
は
帷
子
と
は
分
け

て

記
載
さ
れ
て
お
り
、
慶
長
期
中
頃
に
至
っ
て
帷
子
の
内
に
組
み
入
れ
て
記
載
さ
れ

始
め
る
。
す
な
わ
ち
、
単
物
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
、
帷
子
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
融
合

を
み
せ
て
い
く
経
過
を
示
す
の
で
あ
る
。
こ
の
動
向
は
、
木
綿
も
無
関
係
で
は
な
い

だ
ろ
う
が
、
何
よ
り
も
絹
物
で
あ
る
生
絹
が
単
物
と
帷
子
と
の
間
を
取
り
持
つ
契
機

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
実
現
し
た
と
推
察
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に

　
以

上
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で
の
帷
子
の
材
質
を
見
て
き
た
が
、
そ

の
推
移
を
こ
こ
で
簡
略
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　
一
五
世
紀
に
於
い
て
は
ま
ず
麻
布
で
あ
っ
た
。
末
期
に
は
絹
物
も
あ
っ
た
と
は
言

え
、
特
殊
な
用
途
の
、
か
つ
、
一
時
的
な
摂
取
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
六
世

紀

に
入
る
と
、
布
物
の
種
類
も
増
え
る
と
同
時
に
、
生
絹
と
い
う
絹
物
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
一
六
世
紀
の
末
期
と
も
な
る
と
、
生
絹
は
広
範
に
普
及
を

見
せ

た
が
、
他
の
絹
物
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
七
世
紀
以
降
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　
は

じ
め
専
ら
麻
布
で
あ
っ
た
の
が
、
や
が
て
絹
物
も
混
じ
り
出
す
、
と
い
う
経
過

が
辿

ら
れ
た
わ
け
だ
が
、
絹
物
、
特
に
生
絹
の
摂
取
は
、
帷
子
の
独
自
性
を
揺
り
動

か
す
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　
そ
も
そ
も
帷
子
は
、
『
日
葡
辞
書
』
（
一
六
〇
三
年
成
立
、
翌
年
増
補
）
で
「
カ
タ

ビ
ラ
（
○
③
古
餌
σ
一
『
①
゜
）
」
を
「
夏
着
る
ひ
と
え
の
着
物
で
、
中
央
部
が
開
い
て
い
る
も

の
」
と
説
明
す
る
よ
う
、
夏
物
衣
料
と
し
て
発
達
し
て
き
た
側
面
を
も
つ
。
肌
に
ま

と
わ
り
つ
か
な
い
麻
布
は
、
涼
味
を
誘
い
、
夏
期
に
最
適
の
材
質
で
あ
っ
た
。

　
当
時
、
夏
に
は
帷
子
、
秋
に
は
袷
、
冬
に
は
小
袖
、
春
に
は
袷
、
と
い
う
サ
イ
ク

ル

で
更
衣
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
詳
細
は
、
日
野
富
子
（
一
四
四
〇
－
九
六
）
に

関
係
す
る
内
容
の
『
簾
中
旧
記
』
や
、
大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
奥
書
の
伊
勢
貞
頼

の

「宗
五
大
艸
紙
』
を
始
め
と
す
る
故
実
書
に
よ
っ
て
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
更

衣
の
様
子

に
つ
い
て
は
、
一
五
九
七
年
ま
で
の
生
涯
を
、
一
五
六
三
年
以
来
日
本
で

送
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
宣
教
師
フ
ロ
イ
ス
も
、
『
日
本
覚
書
』
に
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

　
　
わ

れ

ら
の
衣
服
は
、
ほ
と
ん
ど
一
年
を
通
じ
て
同
じ
で
あ
る
。
日
本
人
は
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

　
　
に
三
度
変
え
る
。
す
な
わ
ち
、
夏
帷
子
、
秋
袷
、
冬
着
物
。

　
フ

ロ

イ
ス
が
言
う
「
着
物
」
と
は
小
袖
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
故
実
書
の
更

衣
の

記
述
と
照
会
す
る
こ
と
で
確
認
で
き
る
。
フ
ロ
イ
ス
が
こ
の
よ
う
に
更
衣
を
捉

え
た
こ
と
に
は
、
充
分
に
注
意
さ
れ
て
良
い
。
外
の
眼
か
ら
見
れ
ば
、
帷
子
と
袷
と

小
袖
と
が
、
別
種
と
し
て
映
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　
帷
子
・
袷
・
小
袖
の
三
種
は
類
似
し
た
外
形
を
備
え
て
い
る
が
、
裏
な
し
の
ひ
と

え
仕
立
が
帷
子
、
中
綿
な
し
裏
付
き
の
仕
立
が
袷
、
綿
入
り
裏
付
き
の
仕
立
が
小
袖

と
大
別
さ
れ
る
。
フ
ロ
イ
ス
は
三
種
挙
げ
た
が
、
「
日
本
覚
書
』
の
他
の
条
々
で
散

見

さ
れ
る
「
着
物
ま
た
は
帷
子
」
「
着
物
と
帷
子
」
と
い
う
言
い
回
し
や
、
更
衣
で

も
春
の
袷
を
見
落
と
し
て
い
る
点
か
ら
す
れ
ば
、
実
質
的
に
は
帷
子
と
小
袖
と
の
間

に
大
き
な
差
異
を
感
じ
、
こ
の
二
種
を
別
物
と
見
て
い
た
と
知
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、

袷

は
小
袖
か
ら
分
岐
し
た
も
の
な
の
で
、
両
者
は
連
続
的
に
繋
が
り
、
袷
が
小
袖
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）

紛
れ

る
こ
と
は
充
分
に
起
こ
り
得
た
。

　
帷
子
と
小
袖
と
は
一
線
を
画
し
た
存
在
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
根
源
は
、

両
者
の
材
質
に
求
め
ら
れ
る
。
帷
子
に
つ
い
て
は
小
論
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、

一
方
の
小
袖
は
、
『
日
葡
辞
書
』
（
一
六
〇
三
年
成
立
、
翌
年
増
補
）
で
「
コ
ソ
デ

（
O
o
°
・
o
O
m
°
）
」
を
「
絹
ま
た
は
紬
（
暮
ニ
ヨ
＝
o
。
巨
゜
）
で
作
っ
た
着
物
」
と
説
明
す
る
よ

う
、
絹
製
を
通
例
と
し
て
い
た
。
な
お
、
『
日
葡
辞
書
』
で
「
ツ
ム
ギ
（
弓
6
宇

日
編
已
・
）
」
を
「
日
本
の
真
綿
で
織
っ
た
織
物
」
と
説
明
す
る
よ
う
、
紬
も
ま
た
絹

物
で
あ
る
。

　
絹
物
で
あ
る
生
絹
が
帷
子
に
摂
取
さ
れ
得
た
の
は
、
そ
の
資
質
に
よ
ろ
う
。
精
練
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し
て
い
な
い
が
ゆ
え
に
シ
ャ
リ
感
が
強
く
、
生
絹
は
夏
期
に
適
し
た
材
質
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
生
絹
と
他
の
絹
物
と
を
繋
ぐ
上
で
は
、
練
緯
も
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た

か

と
思
わ
れ
る
。
練
緯
は
、
今
日
で
は
、
緯
糸
に
練
糸
を
経
糸
に
生
糸
を
使
っ
た
平

織
の
絹
を
言
う
。
そ
う
し
た
特
徴
を
備
え
た
絹
織
物
は
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代

初
期
の
遺
品
に
多
く
見
ら
れ
、
当
時
の
練
緯
も
今
日
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
っ
た
と
み

て

大
過

な
い
。
経
糸
に
生
糸
を
使
っ
て
い
る
だ
け
に
、
生
絹
ま
で
の
シ
ャ
リ
感
は
な

い

も
の
の
、
独
特
の
張
り
を
持
つ
。
そ
し
て
、
そ
の
資
質
を
活
か
し
た
使
い
方
が
な

さ
れ
て
い
た
。
『
簾
中
旧
記
』
（
一
五
世
紀
後
期
の
内
容
）
に
記
さ
れ
た
夏
か
ら
秋
に

か

け
て
の
更
衣
が
、
そ
の
状
況
を
良
く
伝
え
て
い
よ
う
。

　
　
一
、
五
月
一
日
。
あ
さ
小
袖
何
に
て
も
。
こ
う
ば
い
め
し
候
人
は
紅
ば
い
。
ひ

　
　
　
　

る
は
ゑ
ぬ
ひ
物
の
す
“
し
う
ら
。
五
日
あ
し
た
の
小
袖
何
に
て
も
。
ひ
る

　
　
　
　
は

す
“
し
の
お
り
も
の
。
す
“
し
の
う
ら
の
ね
り
ぬ
き
め
し
候
。
五
月
う

　
　
　
　
ち
は
か
た
び
ら
は
め
し
候
は
ず
候
。
御
台
さ
ま
め
し
候
へ
ば
。
わ
た
く
し

　
　
　
　
に
て
も
め
し
候
。

　
　
一
、
六
月
一
日
。
あ
し
た
は
い
つ
れ
も
あ
か
き
に
て
も
く
ろ
き
に
て
も
御
か
た

　
　
　
　
び

ら
。
何
に
て
も
御
す
“
し
の
御
こ
し
ま
き
。

　
　
一
、
七
月
一
日
。
何
れ
も
あ
か
き
に
て
も
こ
ん
ぢ
し
ろ
に
て
も
御
か
た
び
ら
。

　
　
　
　
七

日
御
す
“
し
。
う
ら
は
何
に
て
も
。

　
　
一
、
八
月
一
日
。
御
ね
り
ぬ
き
の
す
“
し
う
ら
に
。
そ
め
つ
け
御
台
さ
ま
は
ま

　
暑
く
な
る
に
つ
れ
練
緯
よ
り
生
絹
を
多
用
し
、

緯
を
多
用
す
る
と
い
う
使
い
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。

間
に
立
つ
存
在
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
他
の
絹
物
が
帷
子
の
材
質
に
摂
取
さ
れ
る
過

程

は
、
こ
の
よ
う
な
練
緯
が
あ
っ
て
こ
そ
、
無
理
が
少
な
く
流
れ
て
い
っ
た
こ
と
で

　
せ

に
す
・
き
ば
か
り
御
も
ん
に
御
つ
け
候
。
わ
た
く
し
は
秋
の
野
を
心
々

　
に
御
つ
け
候
。

、
九
月
一
日
。
ね
り
う
ら
の
ね
も
じ
に
御
小
袖
め
し
候
。
何
に
て
も
め
し
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
7
6
）

　
九

日
御
染
物
。
き
く
の
も
ん
を
お
な
じ
く
ば
御
付
参
ら
せ
ら
れ
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
し
く
な
る
に
つ
れ
生
絹
よ
り
練

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
練
緯

は
生
絹
と
他
の
絹
物
と
の

あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
季
節
の
贈
答
品
と
し
て
衣
料
は
よ
く
遣
り
取
り
さ
れ
て
お
り
、
夏
期

に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
そ
の
季
節
の
衣
料
で
あ
る
帷
子
が
贈
ら
れ
て
い
た
。
や
が

て

単
物
も
見
え
る
よ
う
に
な
る
が
、
更
に
は
袷
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、

『本
光

国
師
日
記
』
を
播
く
と
、
慶
長
一
八
年
（
一
六
一
三
）
七
月
一
二
日
条
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

　
　

月
零
よ
り
は
ふ
た
い
袷
壱
ツ
。
単
物
一
。
帷
子
一
来
。

と
あ
り
、
ま
た
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
年
）
六
月
五
日
条
に
は
、

　
　
崇
寿
院
殿
へ
文
上
ス
。
盆
之
祝
儀
と
し
て
さ
ら
し
か
た
ひ
ら
壱
つ
。
白
は
ふ
た

　
　

へ
あ
ハ
せ
壱
つ
。
小
判
或
両
上
ス
。
何
も
か
ミ
ふ
く
ろ
二
入
上
ス
。

と
あ
る
。
袷
の
中
で
も
、
特
に
羽
二
重
の
袷
が
夏
期
の
贈
答
品
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
様
子
が
窺
え
る
。
夏
期
の
使
用
に
耐
え
た
の
は
、
当
時
の
羽
二
重
に
は
、
今
日
の

羽

二
重

と
同
じ
よ
う
に
、
薄
手
で
あ
る
と
い
う
特
性
が
備
わ
っ
て
い
た
た
め
と
推
測

さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
羽
二
重
を
材
質
と
す
る
も
の
に
は
袷
だ
け
で
な
く
、
単
物
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）

あ
っ
た
し
、
小
袖
も
あ
っ
た
。

　
帷
子
と
小
袖
と
の
材
質
の
相
違
は
小
さ
く
な
り
、
そ
の
う
え
、
こ
の
よ
う
な
贈
答

が

な
さ
れ
る
状
況
に
ま
で
く
る
と
、
帷
子
と
小
袖
と
は
同
一
線
上
に
あ
る
も
の
と
し

て

扱
わ
れ
、
両
者
は
連
続
的
に
繋
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
帷
子

と
小
袖
と
は
一
元
化
を
見
せ
た
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

そ
も
そ
も
、
絹
物
と
布
類
と
で
は
染
色
性
が
異
な
り
、
得
ら
れ
る
色
彩
は
相
違
す

る
。
詳
細
は
ま
た
機
を
改
め
て
論
述
し
た
い
が
、
更
に
は
染
色
技
法
も
異
な
っ
て
い

た
。
従
っ
て
、
帷
子
と
小
袖
と
の
材
質
が
相
違
し
て
い
た
頃
で
は
、
色
彩
の
面
で
も

染
色
技
法
の
面
で
も
、
両
者
に
は
少
な
か
ら
ぬ
相
違
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
が
、
フ
ロ
イ
ス
の
眼
に
別
種
と
し
て
映
っ
た
所
以
で
あ
る
。
生
絹
と
い
う

材
質
の
帷
子
へ
の
徴
用
は
、
帷
子
と
小
袖
と
の
同
化
を
導
く
契
機
と
な
り
、
そ
し
て

生
絹
に
準
じ
る
資
質
を
備
え
た
練
緯
や
羽
二
重
は
、
そ
の
過
程
を
媒
介
し
た
り
促
進

し
た
り
す
る
役
割
を
担
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
か
く
し
て
帷
子
は
、
様
子
を
大
き
く

変
え
る
こ
と
と
な
る
。
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註（
1
）
　
「
帷
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
引
用
文
中
を
除
き
、
今
日
一
般
的
な
表
記
で
あ
る

　
　
「
帷
子
」
を
使
う
こ
と
と
す
る
。

（
2
）
　
板
倉
寿
郎
・
野
村
喜
八
・
元
井
能
・
吉
川
清
兵
衛
・
吉
田
光
邦
監
修
『
原
色
染
織
大
辞

　
　
典
』
（
淡
交
社
、
一
九
七
七
年
）
「
帷
子
」
の
項
。

（
3
）
　
故
実
叢
書
編
集
部
編
『
新
訂
増
補
故
実
叢
書
』
第
二
八
回
「
武
家
名
目
抄
」
第
四
巻
（
明

　
　
治
図
書
出
版
・
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
四
年
）
。
た
だ
し
、
句
読
点
を
私
に
付
し
た
。

（
4
）
　
大
野
晋
編
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
一
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
）

（
5
）
　
宇
佐
美
英
機
校
訂
『
近
世
風
俗
史
』
第
二
巻
（
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）

（
6
）
　
宇
佐
美
英
機
校
訂
『
近
世
風
俗
史
』
第
三
巻
（
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）

（
7
）
　
吉
川
弘
文
館
版

（
8
）
　
柳
井
滋
・
室
伏
信
助
・
大
朝
雄
二
・
鈴
木
日
出
男
・
藤
井
貞
和
・
今
西
祐
一
郎
『
新
日
本

　
　
古
典
文
学
大
系
』
第
二
一
巻
「
源
氏
物
語
（
三
）
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）

（
9
）
　
馬
渕
和
夫
『
和
名
類
聚
抄
古
写
本
声
点
本
本
文
お
よ
び
索
引
』
（
風
間
書
房
、
一
九
七
三

　
　
年
）
。
引
用
文
に
於
け
る
〈
　
〉
は
割
注
を
示
す
。
以
下
、
同
じ
。

（
1
0
）
　
永
原
慶
二
『
苧
麻
・
絹
・
木
綿
の
社
会
史
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
∀
二
七
七
～
三

　
　
〇
四
頁
。

（
1
1
）
　
以
下
、
『
日
葡
辞
書
』
の
引
用
は
、
土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
編
訳
『
邦
訳
日
葡
辞

　
　
書
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
）
に
拠
る
。

（
1
2
）
　
児
玉
彰
三
郎
『
越
後
縮
布
史
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
）
二
一
～
三
二

　
　
頁
。

（
1
3
）
　
中
田
祝
夫
『
改
訂
新
版
　
文
明
本
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』
（
勉
誠
社
、
一
九
七
九
年
）
。

（
1
4
）
　
正
倉
院
事
務
所
編
『
新
訂
　
正
倉
院
宝
物
』
上
巻
（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
五
〇

　
　
頁
。
ま
た
、
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
六
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九

　
　
八
五
年
）
「
さ
よ
み
の
ぬ
の
」
の
項
で
関
晃
氏
が
要
を
得
て
ま
と
め
て
お
ら
れ
る
。

（
1
5
）
　
以
下
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
か
ら
の
引
用
は
、
和
漢
三
才
圖
會
刊
行
委
員
会
編
『
和
漢
三
才

　
　
図
会
』
（
東
京
美
術
、
一
九
七
〇
年
）
に
拠
る
。
た
だ
し
、
句
読
点
を
私
に
付
し
た
。

（
1
6
）
　
以
下
、
『
鹿
苑
日
録
』
か
ら
の
引
用
は
、
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
本
に
拠
る
。

（
1
7
）
　
横
山
浩
子
「
奈
良
晒
再
考
ー
麻
織
物
と
い
う
視
点
か
ら
み
た
奈
良
晒
」
（
『
奈
良
県
立
民
俗

　
　
博
物
館
紀
要
』
第
一
九
号
、
二
〇
〇
二
年
）
八
頁
。

（
1
8
）
　
以
下
、
『
奈
良
晒
布
古
今
狸
諺
集
』
か
ら
の
引
用
は
、
早
川
純
三
郎
編
『
徳
川
時
代
商
業
叢

　
　
書
』
第
一
巻
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
＝
二
年
）
に
拠
る
。

（
1
9
）
　
『
隔
箕
記
』
寛
永
一
八
年
（
一
六
四
こ
四
月
一
日
・
同
年
五
月
四
日
・
慶
安
元
年
（
一
六

　
　
四

八
）
四
月
二
日
な
ど
の
条
々
。

（
2
0
）
　
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）
九
月
九
日
条
。

（
2
1
）
　
阿
波
谷
伸
子
・
大
内
田
貞
郎
・
内
藤
和
子
・
平
井
良
朋
・
八
木
よ
し
子
・
山
根
陸
宏
翻
刻

　
　
「
大
館
記
（
三
）
」
（
『
ビ
ブ
リ
ア
』
第
八
〇
号
、
一
九
八
三
年
）

（
2
2
）
　
以
下
、
『
御
供
古
実
』
か
ら
の
引
用
は
、
『
群
書
類
従
』
第
二
二
輯
に
拠
る
。

（
2
3
）
　
千
宗
室
総
監
修
『
茶
道
古
典
全
集
』
第
五
巻
（
淡
交
社
、
一
九
五
六
年
）

（
2
4
）
　
梅
木
哲
人
「
太
平
布
・
上
布
生
産
の
展
開
に
つ
い
て
」
（
高
良
倉
吉
・
豊
見
山
和
行
・
真
栄

　
　
平
房
昭
編
『
安
良
城
盛
昭
先
生
追
悼
論
集
　
新
し
い
琉
球
史
像
』
、
椿
樹
社
、
一
九
九
六
年
）

　
　
一
二
二
～
一
一
六
頁
。

（
2
5
）
　
永
原
氏
前
掲
註
1
0
図
書
二
二
四
～
二
二
九
頁
。

（
2
6
）
　
以
下
、
『
蔭
涼
軒
日
録
』
か
ら
の
引
用
は
、
『
増
補
続
史
料
大
成
』
に
拠
る
。

（
2
7
）
　
北
村
哲
郎
『
北
村
哲
郎
染
織
シ
リ
ー
ズ
』
第
三
巻
「
日
本
の
織
物
」
（
源
流
社
、
一
九
八
八

　
　
年
）
一
八
頁
。

（2
8
）
　
『
増
補
史
料
大
成
』

（
2
9
）
　
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
本

（
3
0
）
　
『
大
日
本
史
料
』
第
八
編
第
二
七
冊

（
3
1
）
　
拙
稿
「
直
綴
の
基
礎
的
研
究
（
上
）
」
（
『
佛
教
藝
術
』
第
二
五
四
号
、
二
〇
〇
一
年
）
七
五

　
　
～
七
六
頁
。

（
3
2
）
　
『
群
書
類
従
』
第
二
九
輯

（3
3
）
　
『
史
料
纂
集
』

（
3
4
）
　
五
倍
子
鉄
漿
染
な
ら
ば
、
濃
紫
に
染
め
る
場
合
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
明
一
二
年
二

　
　
四
八
〇
）
奥
書
の
一
条
兼
良
の
『
桃
花
蘂
葉
』
（
『
群
書
類
従
』
第
二
七
輯
）
に
は
、
五
倍
子

　
　
鉄
漿
染
で
濃
紫
を
染
め
る
と
し
、
蘇
芳
で
下
染
め
す
る
染
法
も
記
し
て
あ
る
。
な
お
、
『
山
科

　
　
家
礼
記
」
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
一
一
月
一
八
日
条
（
『
史
料
纂
集
』
）
に
も
、
蘇
芳
ま
た

　
　

は
紅
で
下
染
め
す
る
五
倍
子
鉄
漿
染
の
染
法
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
欠
文
が
多
く
、
詳
細

　
　
は
掴
め
な
い
。

（3
5
）
　
『
史
料
纂
集
』

（
3
6
）
　
『
群
書
類
従
』
第
二
七
輯

（
3
7
）
　
『
群
書
類
従
』
第
九
輯

（
3
8
）
　
『
群
書
類
従
』
第
九
輯

（
3
9
）
　
『
群
書
類
従
』
第
九
輯

（
4
0
）
　
『
続
群
書
類
従
』
第
三
一
輯
下

（
4
1
）
　
神
谷
栄
子
「
伝
上
杉
謙
信
所
用
帷
子
四
領
ー
伝
上
杉
謙
信
・
上
杉
景
勝
所
用
服
飾
調
査
報

　
　
告
（
三
）
」
（
『
美
術
研
究
』
第
二
三
三
号
、
一
九
六
五
年
）
二
二
五
～
二
二
七
頁
。

（
4
2
）
　
図
録
『
高
野
山
天
野
社
伝
来
の
舞
楽
装
束
』
（
京
都
国
立
博
物
館
、
一
九
九
三
年
）
掲
載
写

　
　
真
に
拠
る
。
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（
4
3
）
　
右
掲
図
録
の
「
牡
丹
唐
草
に
向
鳥
文
様
唐
櫃
覆
」
解
説
（
河
上
繁
樹
氏
執
筆
）
。

（
4
4
）
　
「
紺
地
白
（
こ
う
ち
し
ろ
）
」
に
つ
い
て
「
皆
人
の
申
候
地
白
の
帷
子
の
事
に
て
候
か
」
と

　
　

述
べ
て
お
り
、
紺
地
白
が
理
解
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
が
知
ら
れ
る
。
紺
地
白
は
『
多

　
　

聞
院
B
記
』
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
一
〇
月
一
二
日
条
に
見
え
る
よ
う
に
、
一
六
世
紀

　
　
後
半
で
は
ま
だ
一
般
に
通
用
し
て
い
た
。
一
方
の
地
白
は
、
早
い
例
と
し
て
は
、
「
中
川
家
文

　
　
書
』
第
四
八
号
の
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
以
前
五
月
八
日
付
文
書
に
見
え
る
が
、
烏
丸
光

　
　

広
（
↓
五
七
九
ー
一
六
三
八
）
撰
と
伝
え
、
江
戸
時
代
初
期
の
成
立
と
さ
れ
る
『
職
人
歌

　
　
仙
』
の
「
紺
掻
」
の
歌
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
七
世
紀
初
期
に
一
般
的
と
な
つ

　
　
た
語
と
見
倣
さ
れ
る
。

（
4
5
）
　
『
続
群
書
類
従
』
第
二
四
輯
下

（
4
6
）
　
『
増
補
続
史
料
大
成
』

（
4
7
）
　
赤
澤
計
眞
「
古
記
録
に
あ
ら
わ
れ
た
中
世
越
後
織
物
史
の
研
究
」
（
『
新
潟
史
学
』
二
九
号
、

　
　
一
九
九
二
年
）
六
～
一
〇
頁
。

（
4
8
）
　
論
拠
と
す
る
史
料
が
朝
鮮
の
記
録
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
現
代
の
訳
注
に
基
づ
く
解
釈
で

　
　
あ
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。

（
4
9
）
　
吉
田
真
一
郎
「
近
世
日
本
麻
布
考
」
（
『
別
冊
太
陽
』
「
日
本
の
自
然
布
」
、
平
凡
社
、
二
〇

　
　
〇
四
年
）
七
四
～
八
一
頁
。

（
5
0
）
　
以
下
、
『
舜
旧
記
』
か
ら
の
引
用
は
、
『
史
料
纂
集
』
に
拠
る
。

（
5
1
）
　
影
印
版
で
あ
る
亀
井
孝
解
説
『
日
葡
辞
書
』
（
勉
誠
社
、
一
九
七
三
年
）
に
拠
る
。

（
5
2
）
　
周
藤
吉
之
「
高
麗
末
期
よ
り
朝
鮮
初
期
に
至
る
織
物
業
の
発
達
－
特
に
其
財
政
的
関
係
よ

　
　
り
見
て
」
（
『
社
会
経
済
史
学
』
第
一
二
巻
第
三
号
、
一
九
四
二
年
）
一
五
～
二
一
頁
。

（
5
3
）
　
板
沢
幸
雄
「
細
布
」
（
釜
石
市
教
育
委
員
会
編
『
文
化
財
調
査
報
告
』
第
一
〇
集
、
釜
石
市

　
　
教
育
委
員
会
、
一
九
七
九
年
）
四
五
～
四
七
頁
。

（
5
4
）
　
久
保
田
淳
・
馬
場
あ
き
子
編
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
（
角
川
書
店
、
一
九
九
九
年
）

　
　
「
狭
布
の
細
布
」
の
項
（
田
中
初
恵
氏
執
筆
）
。

（
5
5
）
　
林
屋
辰
三
郎
・
藤
岡
謙
二
郎
責
任
編
集
『
宇
治
市
史
』
第
二
巻
「
中
世
の
歴
史
と
景
観
」

　
　
（
宇
治
市
役
所
、
一
九
七
四
年
）
四
六
〇
・
四
八
八
～
四
八
九
・
六
〇
八
～
六
〇
九
頁
。

（
5
6
）
　
山
辺
知
行
・
神
谷
栄
子
『
日
本
伝
統
衣
裳
』
第
一
巻
「
上
杉
家
伝
来
衣
裳
」
（
学
習
研
究
社
、

　
　
一
九
六
九
年
）
九
頁
。

（
5
7
）
　
千
田
百
合
子
「
木
綿
以
前
の
衣
料
（
一
）
ー
葛
に
つ
い
て
」
（
『
名
古
屋
経
済
大
・
市
邨
学
園

　
　
短
大
自
然
科
学
研
究
会
会
誌
』
第
二
四
巻
第
一
号
、
一
九
八
九
年
）
三
頁
。

（
5
8
）
徳
島
県
郷
土
文
化
会
館
民
俗
文
化
財
集
編
集
委
員
会
編
『
阿
波
の
太
布
』
（
徳
島
県
郷
土
文

　

化
会
館
、
一
九
八
六
年
）
八
二
～
八
三
頁
。

（
5
9
）
　
山
辺
・
神
谷
氏
前
掲
注
5
6
図
書
に
よ
れ
ば
、
謙
信
の
葛
袴
の
糸
密
度
は
、
一
セ
ン
チ
間
に

　

経
七

～
八
本
の
緯
二
五
本
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
神
谷
氏
前
掲
註
4
1
論
文
に
よ
れ
ば
、
謙

　
　
信
の
麻
の
帷
子
の
糸
密
度
は
、
一
セ
ン
チ
間
に
経
二
六
～
二
八
本
の
緯
二
六
～
三
〇
本
で
あ

　
　
る
。

（
6
0
）
　
有
節
瑞
保
お
よ
び
所
叔
顕
陣
に
つ
い
て
は
、
今
枝
愛
真
『
中
世
禅
宗
史
の
研
究
』
（
東
京
大

　
　
学
出
版
会
、
一
九
七
〇
年
）
三
二
七
～
三
三
一
頁
。

（
6
1
）
　
徳
島
県
郷
土
文
化
会
館
民
俗
文
化
財
集
編
集
委
員
会
編
前
掲
註
5
8
図
書
七
三
～
七
六
頁
。

（
6
2
）
　
杉
山
博
・
下
山
治
久
編
『
戦
国
遺
文
』
「
後
北
條
氏
編
」
第
二
巻
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九

　
　
〇
年
）
所
収
第
一
六
九
六
号
文
書
。

（
6
3
）
　
徳
島
県
郷
土
文
化
会
館
民
俗
文
化
財
集
編
集
委
員
会
編
前
掲
註
5
8
図
書
四
九
頁
。

（
6
4
）
名
嘉
正
八
郎
「
十
五
・
十
六
世
紀
並
び
に
十
七
世
紀
の
琉
球
服
飾
に
つ
い
て
ー
苧
布
・
芭

　
　
蕉
布
を
中
心
に
」
（
琉
中
歴
史
関
係
国
際
学
術
会
議
実
行
委
員
会
編
『
第
二
回
琉
中
歴
史
関
係

　
　
国
際
学
術
会
議
報
告
　
琉
中
歴
史
関
係
論
文
集
』
、
琉
中
歴
史
関
係
国
際
学
術
会
議
実
行
委
員

　
　
会
、
一
九
八
九
年
）
　
八
六
～
一
九
〇
頁
。

（
6
5
）
　
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
八
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）

　
　
「
す
ず
し
」
の
項
（
北
村
哲
郎
氏
執
筆
）
。

（
6
6
）
　
『
続
群
書
類
従
』
第
三
〇
輯
下

（
6
7
）
　
『
続
群
書
類
従
』
第
二
四
輯
下

（
6
8
）
　
木
村
博
一
「
近
世
大
和
地
方
史
研
究
』
（
日
本
史
研
究
叢
刊
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）

　
　
一
↓
七
～
＝
八
頁
。

（
6
9
）
　
河
上
繁
樹
「
高
野
山
天
野
社
の
舞
楽
装
束
　
中
世
の
織
・
繍
・
染
」
（
京
都
国
立
博
物
館
前

　
　
掲
註
4
2
図
録
所
収
）
四
二
頁
。

（
7
0
）
　
吉
田
光
邦
解
説
『
生
活
の
古
典
双
書
』
第
五
巻
「
萬
金
産
業
袋
」
（
八
坂
書
房
、
一
九
七
三

　
　
年
）

（7
1
）
　
『
大
日
本
古
記
録
』

（
7
2
）
　
豊
田
武
『
豊
田
武
著
作
集
』
第
二
巻
「
中
世
日
本
の
商
業
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二

　
　
年
）
四
九
一
頁
。

（
7
3
）
　
紗
綾
・
嬬
珍
・
羽
二
重
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
（
寺
島
良
安
著
、
正
徳
二
年
く
一
七
＝
▽

　
　
自
序
）
や
『
万
金
産
業
袋
』
（
三
宅
也
来
著
、
享
保
一
七
年
く
一
七
三
二
∨
序
）
に
よ
っ
て
絹

　
　
物
と
確
認
で
き
る
。
時
代
が
隔
た
る
た
め
、
細
か
な
特
質
ま
で
こ
れ
ら
の
著
述
に
従
う
こ
と

　
　
は
慎
ま
れ
る
が
、
と
も
か
く
絹
物
で
あ
る
と
い
う
本
質
に
変
化
は
な
い
だ
ろ
う
。
練
緯
は
表

　
　
3
で
は
「
ね
も
じ
」
と
記
し
て
い
る
。
ね
も
じ
は
練
緯
の
女
房
詞
で
あ
る
。
『
日
葡
辞
書
』

　
　
（
一
六
〇
三
年
成
立
、
翌
年
増
補
）
で
「
ネ
リ
ヌ
キ
（
Z
o
日
已
ρ
ご
」
を
「
す
な
わ
ち
、
ρ
コ
ー

　

巨
o
’
濃
ξ
（
絹
の
類
）
　
織
物
の
一
種
」
と
説
明
す
る
よ
う
、
練
緯
は
絹
物
で
あ
る
。

（
7
4
）
松
田
毅
一
・
E
・
リ
ヨ
ッ
セ
ン
『
フ
ロ
イ
ス
の
日
本
覚
書
』
（
中
公
新
書
、
中
央
公
論
社
、

　
　
一
九
八
三
年
）

（
7
5
）
　
拙
稿
「
室
町
・
桃
山
時
代
に
お
け
る
男
性
の
小
袖
型
服
飾
に
見
る
年
齢
に
よ
る
差
異
」
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（
『
鹿
島
美
術
研
究
』
第
一
八
号
、
二
〇
〇
一
年
）
八
六
頁
。

（
7
6
）
　
『
群
書
類
従
』
第
二
三
輯

（
7
7
）
　
以
下
、
『
本
光
国
師
日
記
』
か
ら
の
引
用
は
、
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
本
に
拠
る
。

（
7
8
）
　
羽
二
重
の
単
物
は
表
3
で
示
し
た
慶
長
一
九
年
（
一
六
一
四
）
五
月
四
日
条
。
羽
二
重
の

　
　
小
袖
は
慶
長
一
九
年
六
月
二
四
日
・
元
和
三
年
（
］
六
一
七
）
五
月
二
日
・
元
和
六
年
二

　
　
六
二
〇
）
三
月
二
六
日
な
ど
の
条
々
。

［附
記
］
　
本
稿
は
平
成
一
五
～
一
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
「
室
町
・
桃
山
期
小
袖
型
服
飾
各

　

類

に
み
る
衣
材
・
染
織
技
術
・
服
飾
観
の
相
関
性
に
関
す
る
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で

　
あ
る
。

（二
〇

〇

五
年
五
月
一
六
日
受
理
、

（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）

二
〇

〇
五
年
七
月
一
五
日
審
査
終
了
）
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Basic　Research　on　Katabira：Changes　in　Materials　From　the　Mllromaclli

Period　Through　to　the　Early　Edo　Period

SAWADA　Kazuto

　　The　katabira　is　a　garlnent　that　is　commonly㎞own　in　Jap…m　today．　Nonetheless，　there　has　been　in－

suf6cient　basic　research　on　this　subject．　In　redressing　this　situa丘on，　this　paper　bdngs　to　light　changes

that　occurred　in　the　materials　used　for　katabira　in　the　time　spanning　the　Muromachi　period　through　to

the　early　Edo　pedod．

　　　An　extensive　survey　of　documents　has　revealed　the　following　trends．

　　　During　the　15th　century，　katabira　were　made　from　plant五ber　with　hemp　by　far　the　most　comm皿ly

used　fabric．　Although　ex㎜ples　of　katabira　made　using　silk　are　to　be　found，　they　are　special　cases　and

as　such　do　not　point　to　the　universal　use　of　silk．

　　　In　the　early　16　th　century　there　was　an　increase　in　the　ldnds　of　hemp　and　also　in　examples　of　other

plant　fibers，　leading　to　an　abundant　range　of　cloths．　At　the　same　time，　silk　katab輌ra　made　using　raw　silk

came　to　be　seen．　By　the　end　of　the　16　th　century　raw　silk　had　become　widely　adopted，　occupying　an

important　position　that　took　it　to　the　same　level　as　plant五ber．

　　　The　beginning　of　the　17th　century　saw　more　or　less　a　continuation　of　the　situation　that　had　existed

at　the　end　of　the　16　th　century．　Of　particular　interest　are　silk　katabira　with　designs　and　a　fabric　called

Karashima，　though　the　type　of　material　is　unknown．　These　started　to　appear　around　the　middle　of　the

Keicho　peHod（159（L1615）and　they　appear　in　records　as　a　dis6nc6ve切e　of　unlined　ga㎜ent㎞own

as　hitoe－mono．　Materials　used五）r　these　garments　were　made　from　silk　and　cotton．　Unlined　gamlents

became　6rmly　established　in　the　latter　part　of　the　16　th　century，　and　although　in　the　beginning　they

were　recorded　in　a　separate　category　than　that　for　katabira，　by　the　middle　of　the　Keicho　period　they

began　to　be　included　in　the　same　category　as　katabira．　In　other　words，　the　genre㎞own　as　hitoe－

mono　went　through　a　process　where　it　was　amalg㎜ated　with　the　genre㎞o㎜as　katabira　We　may

conclude　from　this　that　raw　silk　played　an　impo虚mt　role　in　mediating　between　hitoe－mono　and　kaト

abira　and　achieving　their　amalgama60n．

　　　As　illustrated　by　this，　katabira　were　originally　made　from　plant丘ber　though　eventually　came　to　be

made廿om　silk，　which　threatened　the　uniqueness　of　the　katabira．　The　result　was　that　there　was　no

longer　a　sign近αmt　dif』rence　between　katabira　and　kosode　in　te㎜s　of　mate亘al，　and　by　extension　this

meant　that　the　katabira，　which　had　once　existed　separately，　was　assimilated　with　kosode．
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